


特定非営利活動法人
NPOサポートちがさき
代表理事 益永律子

<はじめに>

企業もNPOも行政も恒根を無くし、お互いが顔の見える関係をつくる。そして、
それぞれ得意なことを持ち寄つてこのまちの課題を解決するという「協働 (パー
トナーシップ)」 |こ よつて、お互いの想いの実現が加速する。

そんな未来を夢見て始まつたのが、特定非営利活動法人NPOサポートちがさき
の「企業とNPOのマツチングプロジェク ト」です。

この話が持ち上がつた平成22年から、企業関係者、NPO関係者、市民、行政職
員が集まつての研究会や平成25年度協働推進事業をはじめとする様々な活動に取
り組み、徐々に顔の見える関係づくりが進みました。その中で、「顔の見える関
係から協働関係に発展するためには、お互いがどんな想いを持ってどんな取組み
をしているのか、ということが見えなければならない」という課題を認識しまし
た。

そこで、平成27年度協働推進事業「企業 。NPO・ 行政の協働に向けた『見える
化』事業」として、当団体は茅ヶ崎市の市民自治推進課、企画経営課、産業振興
課の3課と「見える化」の取組みを進めさせていただき、本冊子を発行することが
できました。

今回は、これまでの関係づくりを最大限発揮できる「食」をテーマにしました。
掲載できた団体や企業の数はまだまだ少ないですが、こうした取組みが異業種間
で相手の取組みへの関心につながり、新しい価値の創出へつながつていくことを
願つております。

まちの課題を行政だけで解決していたのは、遠い音の話です。
「チーム茅ヶ崎」一丸となつて、このまちの未来を明るくしませんか。

最後になりますが、今回「見える化」をするにあたつてヒアリングなどに協力
を して くださつた皆さま、誠にあ りがとうございました。
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<プロフイール>

代表理事

特定非営利活動法人NPOサポートちがさき
〒253‐0041 茅ヶ山奇市茅ヶ山奇3-2-7
茅ヶ崎市民活動サポートセンター気付 LC NO.61
益永 律子

公共的社会的なNPOが互いに学び、連携し、チカラをつけるために、情報・交

流 。相談の支援、行政との橋渡しなどを行つてきました。さらに活動分野内や分

野を超えたNPOの支援を推進し、NPOと行政や企業とのパートナーシップによる

社会的な仕組みづくりを提案し、新たな市民社会の実現に向けた取組みを行つて

います。

<全体を通して>

今回「食」を切り国として、企業やNPO、 行政や大学 (以下「企業やNPO」 )

の取組みについてヒアリング してきた。

一口 |こ 「食」といつても、多様で難解な課題が潜在している。

「食育」一つをとつても、「子どもに対する食育」、「子どもを支える大人に

対する食育」に加え、「市内の生産者が伝えたい食育」など様々である。

また、超高齢化社会における本市では、高齢者の食生活を支えるという視点も

無視することはできない大きな課題である。

しかしながら、その課題に果敢に挑む様々な方が存在し、解決に向けて取り組

んでいることもヒアリングを通して明らかになつた。

企業やNPOな ど各セクターから、互いの専門性を発揮した協働の成果や目指す

将来像の報告を受ける中で、更なる発展を目指すため重要であると据える要素が

「自分たちの活動を地域に知つてもらうこと・地域の信頼を得ること」であり、

達成するための共通のキーワー ドが、各セクターの活動の |「 見える化』であつた。

茅ヶ崎では、様々なセクターを構成する企業やNPOが、それぞれの視点で、専

門性を生か しながら研究 し、実践 してお り、将来、それぞれが融合することで大

きな成果を達成することができる予兆を感 じることができた。

『見える化』は、複数の主体が、共通の目標や目的に気が D(｀ 、′lいを知 り、

尊重 し合いながら事業に取 り組むという協働の理念を達成する 1!‖ l11_)く りに寄与

する要素であ り、予兆を現実にする解決策である。

本事業で目標に据えた『見える化』が、茅ヶ崎の歯車を欄成 (jイ)各 ヒクターに

響き合い、成果に結びつ くことに期待 したい。

<ヒアリングによる「見える化」結果>

口 ■

・ JAさがみ 組織経済部 販売課

・ 伊右衛門農園

・ 農業生産法人 株式会社大竹農園

・ 鈴木農園

・ 有限会社 北村水産

・ 株式会社 なんどき
0株式会社 浜田屋

・ 亀丼工業本一ルディングス株式会社 (す こやかキッチン事業グローバルキッチン株式会社)

・ 株式会社 ケイ 。フロン ト・サービス

・ 松尾建設株式会社

E轟齢I

O NPO法 人 湘南スタイル
O NPO法人 湘南フー ドリサイクル

・ NPO法人 まちづくリスポット茅ヶ崎 /CAFE POE
・ 温故知新 開工房

・ 萩園フアーム21
0福祉・介護農園普及推進会

・ 文教大学健康栄養学部管理栄養学科 笠岡研究室

・ 文教大学健康栄養学部管理栄養学科 穀菜果食研究室
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JAさがみ
組織経済部 販売課

基本情報

所在地  藤沢市打戻1907… 1 E¨mail HANBAI― IN@sagalη i.knづ a.or.Jp

TEL
FAX

0466¨ 48…2811
0466¨ 48-2317 URL

背景・事業概要

PRポイン トロ得意なこと 困つていること 口求めていること

農業生産者が直接消費者に販売できる
「わいわい市」は、単に販売する場所にと
どまらず、参加者同士の交流が生まれてお
り、スーパーや八百屋とは違った魅力があ
る。

本当に良い野菜 (売 りたい野菜)と実
際に売れる野菜にギヤップがある。本当
に良い野菜をもつと流通させるには、幼
少期からの味覚教育が重要であるため、
市やNPO等 と連携したいと考えている。

さぼちがの一言 !

「わいわい市」で売 られてい るもの自体は特ガ||な ものではないが、皆にとて も愛 さ

れてい ると感 じる。単に地元の野菜を売 っている、 とい うだけではな く、 そこに会話
が生まれ、笑顔にな り、 その地域 をさらに好 きになる循環のプロセスが 自然発生的に
生まれてお り、今後 も様々な視点から発展の可能性があ りそうだ。

地域の日線に立 って、地域 を第一に、 そ して優先的に考 え、地域の資,)歌 、文化、歴
史を大切に、持続可能な地域社会 を形成 してい くことを目指 した 「 トヽーカルファース

ト」 とい う価値観が注目されているが、 「わいわい市」にはそうした考 え方が自然に

根付いているのではないだろうか。
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。
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が
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。
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れ
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。
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。
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れ
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踏
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。
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JAさがみでは、農業生産者が直接消費者に販売可能なプラッ トフォームとして成功
事例となつた「わいわい市」を実施 している。

皆でネーミングした「わいわい市」には、次のような意味が込められている。
わ→会話 (お しゃべり)。 い→丼戸端 (情報交換)。 わ→和 (なごやか 。おだやか)・

い→易 (やさしい、容易、手軽 )



伊右衛門農園

基本情報

所在地
茅ヶ崎市香川

7-10-23
E¨ma‖

0467-51-3445TEL
FAX

URL
http ://members.jcom. home. ne.jpl
iemon/

背景 口事業概要

室町時代から代々続く伊右衛門農園の22代目の三橋さんは、「茅ヶ崎海辺の朝市」
会の会長を務め、多品目の露地野菜を生産している。この農園で作られる「伊右衛門
ブランド」は、食にこだわる多くのフアンに支持されている。

大切にしている対面販売を市の内外で展開しており、毎週土曜日に「茅ヶ崎海辺の

朝市」を実施しているほか、青山のフアーマーズマーケッ トにも出店している。

担い手としての活躍のみならず、援農ボランテイア養成講座の講師、新規就農希望

者の研修受入れなど地域農業に果たす役割も大きく、平成26年度神奈川県優良認定農

業者に認定された。

PRポイントロ得意なこと 困つていること "求めていること

代々培つてきた技術と知恵、科学的なも
の、有機的なものを適切に使い分けて、健
康な野菜を育てている。

旬に合わせて、質のよい種を選び、畑と
野菜の健康を保ち、新鮮なうちに届けるこ
とをモットーにしている。
担い手としてだけでなく、地域において

強いリーダーシップを発揮している。

育てた野菜の評価が高いの はあ りがた

い反面、他の事業者も今以上に支持が得

られるよう、切磋琢磨 していきたい。

同等の規模感で他の事業者も朝市を実

施 して盛 り上げて欲 しい。

また、給食野菜の担い手が不足 してい

ることを懸念 している。

さばちがの一言 !

二橋 さんは、単に担い手 として農業に取 り組むにとどまらず、茅ヶ崎の農業の木来

を見据 えて新 しい ことにチャレンジし続 けている姿がFF象的であつた。 また、農業の

収益性が低 く、新規就農者が増 えない ことに加 え、担い手の高い化が進み、給食野菜
の担い手が不足す ることを懸念 していた。二橋 さんの強い リーダー シップの もと、担

い手のや る気に火をっけることが大切だ。

新規就農者が増 え、また担い手が今以上に レベルア ップす ることで、他 にも朝市が

増 えることや、担い手同士の切磋琢磨 を通 じて もっといい野菜が増 えることに期待 し

てい る。
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つ

毎
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土
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ヶ
崎
海
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は
、
家
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で
出
か
け
る
楽
し
み
や
、

ご
近
所
同
士
や
知
ら
な
い
人
が
野
菜
で
つ

な
が
る
交
流
が
生
ま
れ
て
い
る
。
お
客
さ

ん
も
農
家
も
互
い
に
育
て
ら
れ
る
の
が
、

対
面
販
売
の
い
い
と
こ
ろ
だ
。

か
つ
て

「朝
市
」
が
低
迷
し
た
時
期
に
、

三
橋
さ
ん
は
、
や
る
気
の
あ
る
若
手
の
農

家
を
集
め
て
、
若
く
て
元
気
な
市
職
員
と

一
緒
に
朝
市
を
甦
ら
せ
た
。

茅
ヶ
崎
の
一
番
の
財
産
は
、
地
元
を
愛

す
る
人
た
ち
の
心
意
気
だ
。
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伊右衛門農園 22代目の三橋さん

朝
市
で
野
菜
の
魅
力
を
満
喫

出
店
者
の
多
く
は
減
農
薬
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
安
心

。
安
全
な
農
作
物
を
提
供

し
て
い
る
。

ま
た
、
旬
を
意
識
し
た
も
の
を
出
店
し

て
お
り
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
が
肌
で
感

じ
ら
れ
る
。　
一
番
お
い
し
い
旬
の
も
の
は
、

夏
は
青
っ
ぱ
い
味
、
冬
は
滋
味
深
い
味
に

な
る
の
だ
。

や
る
気
に
火
を
つ
け
る
し
か
な
い

「耕
作
放
棄
地
を
は
じ
め
、
空
い
て
い

る
農
地
を
活
用
し
き
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

ら
を
活
用
し
て
新
規
就
農
者
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
も
っ
と
い
い
野
菜
を
育

て
ら
れ
る
可
能
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が
あ
る
の
に
、
も
っ
た

い
な
い
」
と
三
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は
言
う
。

地
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の
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た
め
、
簡
単
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と
で
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な
い
。

三
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さ
ん
の
強
い
り
―
ダ
ー
シ
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プ
の

も
と
、
担
い
手
の
や
る
気
に
火
を
つ
け
る

こ
と
が
大
切
だ
。
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農業生産法人

株式会社
大竹農園

十

゛

基本情報

所在地  茅ヶ崎市芹沢3003 E…ma‖

090¨ 4006-2329TEL
FAX URL  http://Ohtake―farm.co.jp/

背景・事業概要

「減農薬栽培にこだわる、 湘南・茅ヶ崎の菜つ葉専門農家です。」
農業生産法人として、今までどおり減農薬にこだわつた野菜作りはもちろん、積極

的に小 。中学校の社会見学を受け入れ、食育と農地保全の意味を伝えている。大竹農
園の掲げるコンセプ トは、持続可能な農業経営を通した「里山の再生・保全・承継」
である。このコンセプトに沿つて、これから土産品の開発や市民交流カフェの設立、
観光農園事業・食育事業にもチャレンジし、そして皆様と一緒に地域を、日本の農業
を盛り上げていきたい、とのことだ。

PRポイントロ得意なこと 困つていること・求めていること

① 小松菜・ほうれん草などの菜つ葉の専
門農家

② 減農薬への取組み

③ 農地再生プロジェクトを開始

④ トウモロコシ・落花生の収穫体験

人件費が大きな課題。大規模化するに

しても、雇用無 しに実現はできないが、

採算を確保するのが難 しい農業経営にお
いて、シルバー人材の活用や、新 しい切

り口で農業 |こ 「参加」する仕組みづ くり
が必要である。

さばちがの一言 !

「農業」 と聞いたときに抱 くイメー ジに、私たち農家でない者からすれば、 ビジネ
ス性 を含めて考 えないことが一般的だ。大規模農業 と聞いて も、 それが具体的に何ヘ

クタールなのか、 そのために踏要な諸条件は何なのか、 とい うことを全 く考 えずに、
「経営感覚」などとい う言葉で外野か らコメン トを して しまいがちである。 しか し、

大竹 さんは本気で農業 ビジネスを実践 している方であ り、単なる金儲けではな く、農

業振興や、人々のライフスタイルまで も「巻 き込んで」農業 を盛 り上げようとしてい

る。上に触れる、一緒につ くる、美味 しい もの を食べ るなど、私たちが元来当た り前

の ことのように してきたはずの ところに、新 しくスポ ッ トライ トを当てようとす る大

竹 さん。土地活用や、食、企業研修、青少年 をは じめ とす る教育、 さらにはもっと多

くの事業や視点で、コラボ レーションが実現できそうだ。

農
協
に
属
さ
な
い
と
い
う
選
択

農
家
と
い
っ
て
も
様
々
な
人
が
い
る
。

そ
ん
な
こ
と
を
実
感
さ
せ
て
く
れ
る
人
物

が
、
一矛
ケ
崎
里
山
公
園
の
す
ぐ
そ
ば
に
い

た
。
大
竹
農
園
の
大
竹
孝

一
さ
ん
。

４０
歳

を
少
し
過
ぎ
た
彼
は
、
地
元
の
農
業
協
同

組
合
の
出
荷
組
合
に
属
さ
ず
、
安
定
や
安

心
を
放
棄
す
る
代
わ
り
に
、
団
体
ゆ
え
の

様
々
な
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
ず
、
自
身
の
育

て
る
作
物
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
に
注
力

し
、
自
ら
の
プ
ラ
ン
ド
を
確
立
さ
せ
て
い

る
。
そ
の
覚
悟
は
、
四
六
時
中
こ
れ
か
ら

の
農
家
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。

セ
リ
↓
相
対
取
引
の
大
変
革

「農
業
は
昭
和
５０
年
代
に
大
き
く
変

わ
っ
た
ん
で
す
」
と
大
竹
さ
ん
は
語
る
。

昭
和
５０
年
代
ま
で
は
、
生
産
さ
れ
た
農

作
物
は
、
セ
リ
と
い
う
市
場
で
流
通
し
て

い
た
た
め
、
客
観
的
な
価
格
が
認
め
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
昭
和
５０
年
代
の
途
中

か
ら
、
次
第
に
市
場
と
生
産
者
と
の
相
対

取
引
が
増
え
た
。
ま
た
、
近
年
で
は
大
型

直
売
所
が
多
く
な
り
、
消
費
者
と
生
産
者

の
距
離
が
近
く
な
っ
た
た
め
、
消
費
者
と

直
接
関
わ
る
必
要
が
出
て
き
た
。

こ
の
大
き
な
転
換
に
よ
り
、
農
家
が
果

た
す
使
命
と
し
て
、
美
味
し
く
て
安
心
で

き
る
野
菜
を
生
産
す
る
だ
け
で
な
く
、
付

加
価
値
を
つ
け
て
消
費
者
に
届
け
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
、
農
家
と
し
て
の
生
き
残
り

に
は
欠
か
せ
な
い
要
素
に
な
っ
て
い
る
。

農
地
再
生
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

現
在
、
大
竹
さ
ん
が
仕
掛
け
よ
う
と
し
て

輌Ｕ
ぬ

い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
る
。
詳
細
は
こ

れ
か
ら
明
ら
か
に
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、

休
耕
地
を

一
般
の
消
費
者
と

一
緒
に
開
墾

し
、
農
地
と
し
て
再
生
す
る
取
組
み
の
よ

う
だ
。

土
に
触
れ
た
い
、
自
分
で
つ
く
り
た
い
、

と
い
う
現
代
消
費
者
の
二
―
ズ
と
、
農
業

を
振
興
し
た
い
と
い
う
社
会
的
ニ
ー
ズ
と

を
マ
ツ
チ
ン
グ
さ
せ
る
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

今
後
も
大
竹
農
園
か
ら
は
目
が
離
せ
な

農蜃牡鋏Iこ地鐵や機鱚牡盛り上げ甦しヽ
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鈴木農園

基本情報

所在地 E―ma‖

TEL
FAX

URL
http : //www. sh ona n -styl e.j p/ project/
hatake/

背景・事業概要

農家として代々、農業を営んできたが、父親が高齢となり人手が足りなくなつてし
まつた。新たに人を雇用することは難しいが、かといつて荒廃農地にもできない。こ

の農地の活用をどうするのか悩んでいたところ、NPO法人湘南スタイルから「ふれあ
い畑塾」というプロジェクトの提案があった。これは現に使つていない農地を、貸農
園として会員に有償で貸し出して農業を行つてもらい、鈴木さんは会員たちの指導者
となる、というもの。会員集めと保険加入は湘南スタイルに委託しており、鈴木さん

は農業だけに専念することができる。

実際、反響は予想以上のものだつた。指導者付きであることが会員の安心につな
がつており、現在では申込み多数のため、キヤンセルせざるを得ないこともある。
「ふれあい」という言葉が表すとおり会員相互の交流もあり、Facebookで グループ

を作って連絡を取り合つている。会員の年齢層は30代から40代が多いが、20代夫婦
や70代も参加している。

PRポイント・得意なこと 困つていること 口求めていること

代々続く農家としての豊富な農業知識と

経験に加え、アメリカ留学で身につけた経

営のノウ八ウを有している。また、深い見
識のみならず、会員から慕われる鈴木さん
の人柄こそ、この農園の一番の強みかもし

れない。

農家全般に言えることだが、やはり人
手不足という問題がある。通年で不足 し

ているわけではないが、作物の収穫時期
に人手が必要。

さばちがの一言 :

「ふ れあい知 塾」 とい うマ ッチ ング事例 は農業における一つの イノベー ションであ

る。 活用 されていない農地 を、 希望者 にただ貸す とい うだけでな く、 コンサルテ ィン

グの価値 を付カロさせ ることによって、一つひ とつは小 さ くとも、農地 に家庭 采園以上

の価値 を持たせてい るのは実に乗晴 ら しい。

この よ うな、作 業者か らコンサル タン トヘの転換 は、農業に限 らず、 あ らゆ る業態

で新 時代 を切 り開 くテーマになってお り、 このモデルが広 まれば、 もっとこの まちが

豊かになると期待 してい る。

ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
農
業

ア
メ
リ
カ
で
農
業
経
営
を
学
ん
だ
鈴
木

さ
ん
は
、
欧
米
と
日
本
と
の
間
で
農
業
を

営
む
環
境
に
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
と
話

す
。

「
ア
メ
リ
カ
で
は
農
業
も
自
由
競
争
と

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
の
よ
う
に
補
助
金

で
収
入
を
補
て
ん
す
る
形
で
は
な
い
た
め
、

農
業
者
の
創
意
工
夫
が
あ
り
、
大
規
模
農

園
化
し
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
こ
と
を

市
場
が
証
明
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日

本
で
は
そ
の
よ
う
な
競
争
原
理
が
生
ま
れ

る
環
境
が
な
く
、
農
家
が
ひ
と
ま
ず
暮
ら

し
て
い
け
る
程
度
の
収
益
が
あ
れ
ば
良
い

と
い
う
環
境
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え

に
補
助
金
制
度
が
な
く
な
ら
な
い
と
い
う

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
」

鈴木農園  鈴木 稔彦さん

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
１
１
ｌ
ｌ
ｌ

‥
‥

Ｉ
Ｉ
ｌ

ｌ
ｌ

１

１
１
１
１
１
１

ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
１
１
１

農
業
課
題
と
援
農
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「５
年
先
、

１０
年
先
を
見
据
え
て
経
営

を
考
え
る
と
、
労
働
力
不
足
は
深
刻
な
課

題
で
す
。
日
本
の
農
業
は
、
家
族
経
営
が

一
般
的
な
ス
タ
イ
ル
で
す
か
ら
」

こ
の
茅
ヶ
崎
で
は
、
農
業
補
助
の
一
環

と
し
て

「援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と
い
う

制
度
が
あ
る
。
市
民
が
農
家
の
手
伝
い
を

し
な
が
ら
、
農
業
技
術
の
習
得
や
、
健
康

づ
く
り
を
推
奨
す
る
制
度
で
あ
る
が
、
制

度
自
体
が
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
、
実
施
上
の
難
し
さ
に
つ
い
て
、

「仕
組
み
と
し
て
は
良
い
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
般
家
の
方
は
う
ま
く
活
用
が
で
き

な
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
よ
う
か
。
家
族
経

営
が
基
本
で
あ
る
日
本
の
農
家
で
は
、
家

族
以
外
の
方
に
手
伝
っ
て
も
ら
う
た
め
の

環
境
が
ほ
と
ん
ど
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

例
え
ば
農
作
業
中
に
ト
イ
レ
に
行
き
た
く

な
っ
て
も
、
畑
に
は
ト
イ
レ
が
な
い
。
行

こ
う
と
思
っ
た
ら
、
農
地
に
隣
接
す
る
、

農
業
者
の
自
宅
に
立
ち
入
ら
な
い
と
い
け

な
い
。
農
業
者
の
中
に
は
他
人
を
家
に
入

れ
る
こ
と
を
嫌
が
る
人
も
い
ま
す
。
た
だ
、

一
人
受
け
入
れ
て
み
れ
ば
意
識
も
変
わ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
鈴
木
さ
ん
は
語
る
。

人
を
雇
う
と
な
れ
ば
そ
の
環
境
整
備
が

必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
の
投
資
費
用
と

人
件
費
を
考
慮
す
る
と
、
い
く
ら
労
働
力

不
足
と
言
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
そ
の

八
―
ド
ル
は
高
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

10

農 家が 指つ マ ン≠ ング の可能性



有限会社 北村水産

基本情報

所在地
茅ヶ崎市柳島海岸
15-8

E¨ma‖

TEL
FAX

0467… 58¨ 0437
0467… 57… 3637 URL http://www.kitamurasuisan.com/

自家船の快飛丸 (かいひまる)で しらす漁を行い、直売を行つている。その漁師と

しての歴史は先々代から古く、大正13年より続いている。

平成2年、相模湾で獲れるしらすや干物小売店「北村水産」、その後平成 12年から

レス トラン「快飛 (かっとび)」 を国道134号沿いにて経営。

ン ト
1■|

■ 困つていること 口求めていること

網元としての歴史を生かし、自家船によ

る漁を行い、自社で直売している。しらす

は茅ヶ崎の名産に挙げられており、地元消

費や贈答品としての需要も多い。

相模縦貫道の開通とともに他地区からの

ニーズも徐々に増えている。

中学生の体験学習等の社会貢献活動も継

続している。

大きいしらすは、消費者から嫌がられ

る傾向にあることから、サイズの大きい

しらすを離乳食 レシピ (塩抜きの仕方付

き)や高齢者食につなげることができる

と良い。

そのような部分も含めて販路を広めて
いきたい。

茅ヶ崎 といえば海。 しか し、意タトと漁業の実際について次口る市民は少ないのではな

いか。今回、
'ヒ

村水産は、漁業を担 う企業からの ヒア リング対象 として選 ばせていた

だいた。茅ヶ崎にとって相模湾の海の幸は人事な資源で もあ り、今後 も大切にす るの

はもちろんの こと、 その価値 を発信できるはずである。北村水産の所有す る快飛丸は、

シラス漁の体験 とい う食育の場 を提供 している。 さらに体験漁業の確立や、他事業者

とのコラボによる商品開発等 を行 うことができれば、烏帽子岩 とともに観光資源 とし

て今後大いに期待できる。

国は、地域の魅力 をブラン ド化する取組みについて助戌金 を支給 してお り、海の幸

と出の幸に恵まれているこのまちでは、 よリー層の新たな茅 ヶ埼ブラン ドを創出で き

るのではないか。

11

欄模湾狡愛膨て、
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し
ら
す
へ
の
こ
た
わ
リ

「し
ら
す
＝
白
い
」
。

し
ら
す
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
多
く
の
人
が

思
う
こ
と
だ
。
し
ら
す
は
鰯

（
い
わ
し
）

の
稚
魚
だ
が
、
鰯
の
種
類
も
多
い
た
め
、

し
ら
す
も
す
べ
て
が
白
い
と
は
限
ら
な
い
。

北
村
水
産
の
釜
揚
げ
し
ら
す
は
、
低
塩

で
添
加
物
は

一
切
使
わ
な
い
。
禁
漁
期
以

外
は
釜
揚
げ
し
ら
す
に
仕
上
が
っ
た
も
の

を
午
前
中
に
店
舗
に
並
べ
、
常
に
鮮
度
の

よ
い
も
の
を
提
供
し
て
い
る
。
自
家
船
を

持
ち
、
直
売
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ど
こ

よ
り
も
新
鮮
で
お
い
し
い
し
ら
す
を
販
売

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

有限会社北村水産 取締役 北村公子さん

地
域
の
事
業
者
と
の
コ
ラ
ボ

茅
ヶ
崎
と
い
え
ば
、

「
し
ら
す
」
。

地
域
の
宝
の

一
つ
と
言
え
る
。
し
ら
す
を

主
軸
に
、
他
の
地
域
に
発
信
を
行
っ
て
い

る
の
が
北
村
水
産
で
あ
る
。
一矛
ヶ
崎
の
し

ら
す
自
体
に
訴
求
力
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

「茅
ヶ
崎
産
し
ら
す
×
●
●
」
の
よ
う
な

コ
ラ
ボ
に
よ
り
相
乗
的
な
発
信
力
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
し
ら
す
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
い
方
々
が
食
べ
る
こ
と
の

で
き
る
食
材
で
あ
り
、
行
政
、
他
事
業
者

等
様
々
な
コ
ラ
ボ
が
可
能
で
あ
る
。

し
ら
す
の
持
つ
可
能
性

１０
年
以
上
続
け
て
い
る
地
元
の
中
島
、

浜
須
賀
両
中
学
校
の
体
験
学
習
へ
の
協
力
。

生
徒
は
早
朝
か
ら
快
飛
丸
に
乗
り
、
漁
師

さ
ん
と

一
緒
に
し
ら
す
漁
を
行
い
、
そ
こ

で
収
穫
し
た
も
の
を
加
工
す
る
。
食
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
非
常
に
貴
重
な

体
験
で
あ
る
。
こ
う
し
た
体
験
を
し
た
生

徒
が
や
が
て
店
舗
を
訪
ね
て
き
て
く
れ
る

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
、
体
験
学
習
後
の
感

想
文
に
も
感
動
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い

る
。
し
ら
す
は
食
べ
て
お
い
し
い
と
い
う

だ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
活
動
を
通
し

て
、
食
の
大
切
さ
な
ど
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

う
切
り
口
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
可
能
に

な
る
。

こ
れ
か
ら
海
岸
地
域
に
は
柳
島
ス
ポ
ー

ツ
公
園
や
道
の
駅
等
の
整
備
が
計
画
さ
れ

て
お
り
、
市
外
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
が

期
待
さ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
環
境
も
含
め
、
こ
れ
か
ら

の
茅
ヶ
崎
に
お
い
て
、
茅
ヶ
崎
名
産
の

「
し
ら
す
」
は
様
々
な
分
野
、
業
種
に
お

い
て
協
働
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
の
漁
体
験
を

一
般
の
方
に
　
輩
ダ

も
広
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
観
光
と
い
　
躊
一核 ケ嘔へのにと育んで◎

会場げヒらす

背景・事業概要
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グ評 碑

株式会社
なんどき

基本情報

所在地  矛ヶ崎市今宿1024 E¨ma‖

TEL
FAX

0467… 83-2フ 75 URL http://www.nandoki.co.jpl

昭和45年に「ドライブインなんどき」を現在地に創業。昭和63年 に「レス トラン

なんどき牧場」 |こ事業変更し、地域密着型の本格レス トランとして生まれ変わる。平

成20年 には地産地消をテーマに、店舗外販売のための商品を開発。イベン トや催事な

どで多数出店するようになり、平成21年には別棟に「食彩市場」を設置した。

店を代表するオリジナルメニュー「茅ヶ崎メンチ」は、かながわフー ドバ トル金賞

や、かながわグルメコンテス トグランプリ受賞、という高評価を得ている。

また、横山さん自身も青年会議所、消防団などの活動を契機に地域との関わ りを強

く持つようになり、平成24年より茅ヶ崎飲食店組合の代表を務めている。

R 困つていること・求めていること

地域密着型レス トランとして、安全・安

心な新鮮素材を中心に、県内産のお肉を

使つた「茅ヶ崎メンチ」、地元農家とコラ

ボした「湘南まるごとピクルス」など人気

商品を生み出している。

イベン トや出張販売など、店外に積極的
に出店 し続けてきた積み重ねは、地域に浸

透してきている。

待ちの商売から、外に出てPRする移動

販売を展開して、誘客の道筋をつけなが

ら地域を元気にしている。
「それぞれの飲食店が特徴を出 して

茅ヶ崎ブラン ドのフアンを増や したい。

定期開催のマルシェも計画中である」と

横山さんは語る。

農産品、水産品に関する情報は常にア

ンテナを張つている。

ま さに地域密着型、 そ して、地産地消 をテーマに掲 げ、 茅 ヶ崎飲食店組合 をけん引

す る大 きな存在である。特 に地元 を愛す る姿勢 は言葉 に も行動 に も表れ、 ヒア リング

に多 くの時間は割 けなか ったが、地元中学生 との コラボによるお某子の製作 に際 して

は、横山 さんな らではの行 き届いた指導 を目の当た りに した。

今後 は、地域 ブラン ドの商品開発 を重 じて、地域 でのカロエ場設 置への期待 を持 って

い る との こと。大学や農家な ど行政 を合 め、実質的 な協働へつなが るのでは、 と希望

が持て る。
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ま
ず
は
地
産
地
消

茅
ヶ
崎
市
が
実
施
し
た
規
格
外
米
を
活
用

し
た
新
商
品

。
新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
募
集

に
横
山
さ
ん
も
手
を
挙
げ
、

「茅
ヶ
崎
ア

ン
ダ
ギ
ー
」
を
開
発
し
た
。

地
産
地
消
の
商
品
と
し
て
魅
カ
ア
ッ
プ

に
生
か
し
た
く
て
も
、
安
定
し
た
量
の
確

保
な
ど
の
課
題
も
あ
り
、
今
は
材
料
を
独

自
調
達
し
て
い
る
よ
う
だ
。

味
覚
教
育
の
大
切
さ

「３
歳
を
め
ど
に
子
ど
も
に
は
美
味
し
い

も
の
を
覚
え
て
ほ
し
い
し
、
い
い
味
を
教

え
込
む
必
要
が
あ
る
」
と
味
覚
教
育
の
大

切
さ
を
語
る
横
山
さ
ん
。

茅
ヶ
崎
青
年
会
議
所
の
交
流
事
業

「お

も
い
や
リ
ビ
レ
ツ
ジ
」
に
協
力
し
、
萩
園

中
学
校
の
生
徒
と

一
緒
に
屋
台
村
の
ブ
ー

ス
を
企
画

・
運
営
。
揚
げ
菓
子
の
試
作
を

何
度
も
繰
り
返
し
、
色
ん
な
味
付
け
に
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。

料
理
は
、
良
い
素
材
を
使
い
、
良
い
味

付
け
が
大
事
な
の
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
、
あ
り
が
と
う
の
心
や
思
い

や
り
を
持
っ
て
地
元
食
材
を
使
っ
て
ほ
し

い
と
の
こ
と
。

現
場
で
の
優
し
く
丁
寧
な
指
導
こ
そ
が
、

ま
さ
に
食
育
そ
の
も
の
で
あ
る
。

農
産
品

一
次
加
工
工
場

へ
の
期
待

な
ん
ど
き
牧
場
は
、
一矛
ヶ
崎
メ
ン
チ
や
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ー
ス
、
地
元
野
菜
の
ピ
ク

ル
ス
等
も
製
造
し
て
お
り
、
地
元
産
の
食

材
の
確
保
に
は
苦
労
し
て
き
た
。

第

一
次
生
産
物
を
粉
末
や
ぺ
―
ス
ト
に

一
次
加
工
す
る
工
場
の
設
置
は
、
常
日
頃

横
山
さ
ん
が
国
に
し
て
い
る
こ
と
だ
。
福

祉
作
業
所
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
や
、

バ
ン
屋
か
ら
も
加
工
品
の
使
用
二
―
ズ
は

感
じ
る
。
六
次
産
業
化
の
推
進
と
合
わ
せ

て
協
働
の
大
き
な
軸
に
な
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

■
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株式会社 浜田屋
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所在地
茅ヶ崎市幸町
2… 10… 108 E…ma‖

TEL
FAX

0467… 83-7996
0467… 88-0957 URL http://www.hamadaya.net/

平成28年は創業して55周年になる。商店としてはそれ以前から乾物屋として営んで

いた。現在は、店舗でのお弁当 。和惣菜販売 (湘南地域に6店舗)と、配達での仕出

し弁当が主な事業。出汁がきいた煮物が入つた幕の内弁当や、手づくりの和惣菜を提

供 している。さらに、配食サービスも手掛けており、こだわりのある食事を届けてい

る。

PR 困つていること 口求めていること

高齢者への配食が安価な大量生産の料理

ではなく、家庭料理の延長になるよう、日

替わリメニューの「夕食膳」を陶器の器で

毎日お客様へ配達している。お食事を楽し

んでいただけるように季節の行事 (ひな祭
り。クリスマス)等の特別メニューも用意
している。
また、全体を通して、できるだけ地元食

材 (湘南・三浦)を用意できるように心が
けている。さらに、原材料・アレルギー・

消費期限等を必ず表記するようにしている

『伝える』事の大切さを再認識 してい

る。和食文化の大切さを意識 し、商品を

通 じて伝えていく事を心がけてお り、こ

れまでの歴史の中で培ってきた地域 との

つなが りを大切にして、地元で愛される

濱田屋を創つていきたい。

さらに今後は、自社だけでな く、様々

な団体と関係を持ち、メッセージを伝え

ていきたい。

さばちがの一言 :

「出汁 をしっか り取 ることが大切。」手間をかけることを惜 しまずや って行 こうと

い うことの表れである。出汁 を買 うこともできる時代であって も、 しっか りと出汁 を

とって煮物等に使いたい、イ史ってほ しい。和食 をしっか り作 ることは、おい しい料理

を作 るための最低限の道得であ り、マタニティ料理教室や離乳食指導にも繋がる。

同様の視点 を持 った市民活動団体等 もあることか ら、 このような機会 を市民活動団

体等や行政 と逹携 して設 けることで、禾口食の大切 さをさらに伝 えていけるのではない

だろうか。
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ま
ち
と
つ
な
が
る
意
義

濱
田
屋
が
歩
ん
だ
長
い
歴
史
の
中
で

培
っ
た
の
は

「料
理
」
だ
け
で
は
な
い
。

「地
域
と
の
つ
な
が
り
」
も
そ
の
一
つ
で

あ
る
。

「濱
田
屋
さ
ん
に
入
る
と
た
く
さ

ん
の
地
元
の
チ
ラ
シ
等
が
手
に
入
る
」
と

地
元
の
人
は
言
う
。
お
店
と
地
域
に
な
る

べ
く
接
点
が
あ
る
よ
う
に
と
、
様
々
な
団

体
の
お
知
ら
せ
を
置
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

「南
湖
み
ん
な
で
や
ん
べ
え
よ
」
や
茅
ヶ

崎
映
画
祭
等
に
参
加
し
、
地
域
に
根
ざ
し

た
会
社
作
り
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
の
ち
が
さ
き
演
田
屋

お
弁
当
と
い
っ
て
も
様
々
で
あ
る
。
濱

田
屋
の
お
弁
当
や
宅
配
は
で
き
る
だ
け
地

元
食
材
を
使
っ
た
安
全
安
心
な
手
作
り
を

意
識
し
て
い
る
。
そ
の
食
事
を
食
べ
て
も

ら
い
、
出
汁
な
ど
の
本
当
の
お
い
し
さ
を

知
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
考
え
て
い
る
と
い

う
。
そ
れ
ら
を
伝
え
る
た
め
に
、
市
内
で

活
動
す
る
市
民
活
動
団
体
等
と
運
携
し
て
、

出
汁
の
取
り
方
等
を
テ
ー
マ
と
し
た
料
理

イ
ベ
ン
ト
等
の
機
会
を
作
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

平
成
２８
年
に
は
駅
前
の
南
口
店
の
改
装

工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
よ
り
様
々
な
方

が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
に
な
る
よ
う

に
計
画
中
だ
。

地 域 と と も [こ 斃 晨 す る 盆 榮 [こ !

基本情報

背景 疇事業概要

歴
史
の
あ
る
ち
が
さ
き
演
田
屋

茅
ヶ
崎
市
民
で

「濱
田
屋
」
を
知
ら
な

い
人
は
少
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

濱
田
屋
は
明
治

。
大
正

。
昭
和
の
激
動

の
時
代
を
、
乾
物
業
を
営
む
商
店
と
し
て

歩
ん
で
き
た
。
仕
出
し
弁
当
の
お
届
け
料

理
を
商
い
と
し
た
の
は
、
昭
和
３６
年
。
以

来
、
潮
風
香
る
茅
ヶ
崎
南
湖
を
発
祥
の
地

に
、
湘
南
地
域
に
根
ざ
し
た
お
届
け
料
理

専
門
店
と
し
て
、
″安
心
安
全
な
素
材
、
と

″
手
づ
く
り
、
に
こ
だ
わ
り
、
先
代
か
ら
引

き
継
が
れ
た
味
を
守
っ
て
い
る
。
長
い
間

こ
の
茅
ヶ
崎
の
地
で
愛
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
様
々
な
工
夫
が
あ
っ
て
こ
そ
だ

ろ
う
。
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亀井工業ホール
ディングス株式会社
すこやかキッチン事業
グローバルキッチン株式会社

ずこやか警
キッチン :

基本情報

所在地
茅ヶ崎市茅ヶ崎
3-2-6

E―mail inb@Sukoyaka― k.jp

0467… 87… 1158TEL
FAX URL http://www.sukoyaka-k.jpl

背景 口事業概要

建設業を中心とする亀丼工業であるが、『まち・ひと 。未来を健やかに』というビ
ジョンのもと「食を通じて、安心、安全、便利さを提供していきたい」と、すこやか
キッチン事業を行うとともに、事業会社であるグローバルキッチン株式会社において
食に関する事業を行つている。

PRポイントロ得意なこと 困つていること 口求めていること

茅ヶ崎市に根付いた企業ならではの事業

を展開している。本事業では、管理栄養士

の監修のもと、栄養バランスの優れたお弁
当を、1食から宅配している。

さらに、お弁当に加え、それ以外の付加

価値を付けることに高い意識がある。クリ

スマスなどのイベント時には、従業員のア

イディアでお菓子を付けるなど、コミュニ

ケーションが生まれるきつかけをちりばめ
ている。

日常的に配達サービスを行う中で、高

齢者の方が、市内でどんなイベン トが行
われているのか、どんなサービスが受け

られるのか、情報を欲 していることを感
じる。知 りたいと思う気持ちは、外へ出
る意欲の第一歩でもある。

お弁当の配達をきっかけに、行政サー

ビスやイベン トなど、市内の様々な情報
を、お弁当にプラスして、豊かな暮らし
を送る手助けとしたい。

さばちがの一言 !

建設会社が建築だけではな く、暮 らしのデザ インを行 っている。行政であって も、

企業であって も、正面か ら高齢者宅 を訪問 したところで、ニーズを把握す るのは難 し

く、やは リサー ビスとして選んでもらえる施策 を打たねばならない。

宅配 して届けるだけでな く、 その場で話 をす る。創意工夫 しながら、す こやかキ ッ

チンの取組み を拝聰 し、 そこか ら出て くる、またはこれか ら出て くるニーズに、 この

まちの木来 を考 えたときにどのようなフ ォローア ップが始要なのか。 そんな視点で協

働のコーディネー トができると良いのではないか。
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高
齢
者
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス

高
齢
者
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
市
場
規

模
は
急
速
に
拡
大
し
つ
つ
あ
る
。
少
子
高

齢
化
が
す
で
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
言
わ

れ
る
今
、
高
齢
者
の
方
々
が
暮
ら
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
第

一
歩
は
、
自

分
の
家
で
生
活
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
だ

ろ
う
。
そ
こ
に
目
を
向
け
た
の
が
、
亀
丼

工
業
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
が
実
施
す
る
、

す
こ
や
か
キ
ツ
チ
ン
事
業
で
あ
る
。

食
事
を
届
け
る
だ
け
で
は
な
い

配
食
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
以
上
、
食
事
を

指
定
さ
れ
た
時
間
に
届
け
る
こ
と
が
仕
事

で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

「お
弁
当
を
配
達
し
て
か
ら
、
１
時
間
話
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
」
と
吉
田
さ
ん

は
言
う
。
高
齢
者
の
方
々
の
中
に
は
、
１

人
で
の
暮
ら
し
を
さ
み
し
い
と
感
じ
て
い

る
方
も
い
る
．
楽
し
く
話
を
で
き
る
こ
と

が
、
暮
ら
し
の
支
え
に
繋
が
る
。
「届
け
る

だ
け
で
は
な
く
、
元
気
か
ど
う
か
の
確
認

を
含
め
、
そ
の
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
∃
ン
を
大
切
に
し
ま
す
」

栄
養
や
食
べ
や
す
さ
に
配
慮
さ
れ
た
食

事
が
、
自
宅
に
届
く
。
単
身
高
齢
者
の
見

守
り
に
つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
配
達
す

る
そ
の
空
間
に
は
温
か
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
∃
ン
が
生
ま
れ
る
。

こ
こ
ろ
躍
ら
せ
る
献
立
を

同
社
所
有
の
事
業
会
社
の
ひ
と
つ
い
グ

□
―
バ
ル
キ
ッ
チ
ン
株
式
会
社
は
、
介
護

福
祉
施
設
に
お
け
る
食
事
提
供
の
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
る
。
管
理
栄
養
士
が
考
え

る
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
保
た
れ
た
食
事
を
提

供
す
る
中
で
、

「レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う
な

食
事
を
提
供
し
よ
う
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ

ト
を
大
切
に
し
て
い
る
。

栄
養
摂
取
の
作
業
の
た
め
だ
け
で
は
な

い
、
食
を
楽
し
む
こ
と
が
、
生
き
る
楽
し

み
に
つ
な
が
る
。
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すこやかキッチン事業 吉田さん

お
い
し
い
と
い
う
素
朴
な

ニ
ー
ズ
を

も
と
も
と
、
建
設
会
社
で
あ
る
亀
丼
工

業
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
建
設
会
社
と

し
て
の
発
展
を
現
在
も
進
め
る

一
方
で
、

豊
か
な
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、
企
業

活
動
と
し
て
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

画
を
行
っ
て
い
る
。

年
齢
を
重
ね
た
か
ら
と
い
っ
て
、
体
に

良
い
も
の
だ
け
を
食
べ
た
い
の
で
は
な
く
、

何
歳
に
な
っ
て
も
や
っ
ぱ
り
お
い
し
い
も

の
を
食
べ
て
い
た
い
。

「お
気
に
入
り
の
メ
ニ
ュ
ー
が
届
い
た
と

き
の
、
皆
さ
ま
の
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
表

情
が
印
象
的
で
す
」

す
こ
や
か
キ
ツ
チ
ン
の
吉
田
さ
ん
が
、

嬉
し
そ
う
に
そ
う
伝
え
て
く
れ
た
。
栄
養

や
食
べ
や
す
さ
に
配
慮
さ
れ
た
、
美
味
し

い
食
事
が
生
活
を
彩
る
。

しら順なかや優る形
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ふLξ静辞・麟へ鵜議し出

株式会社
ケイ・フロント・サービス 哺麟轟鮨. ‐

蜆 燎 鰤
繊漁鱗籐糠臨機爾壼

所在地
茅ヶ崎市松林
1… 16…33

E‥ma‖

TEL
FAX

0467-68-0030
0467-68-0036 URL

「地域に存在感を示せる企業になろう :」

お客様から頼 りにされるような存在でありたい、お付き合いの気持ちいい存在であ

りたいと考えて、事業活動を行つている。森永乳業の販売店 「湘南ミルク &デザー

ト」として、乳製品をはじめ、肉、卵などの宅配を実施。これまで培つてきたノウ八

ウを応用し、配食サービスを展開することに。

ン| 困つていること・求めていること

森永の宅配で培つたノウ八ウ。特に地元
の販売網と、テレマーケティングで培った

営業力があること。

子育て中の方など、短時間しか働けな
い方でも構わないので、配食事業を手

伝つていただける方を募集している。

|

女性経営者 ・企業やNPOと の協働 な ど、時代 のキー ワー ドをそのまま体現 したよ うな

企業であ る。森永の販売店 と して培 った配送能力 と、地元 のつなが りを十分 に生か し、

常 に新 しいチ ャ レンジを欠か さない。 その際には、雇用の倉1]出 に も大変童 きを置いて

ヽヽ る。

株 式会社 ケイ・フロン ト・サー ビスの強みは、 ズバ リ地元の販売網。行政 で も、他

の企 業で もなかなか リーチで きない家庭 に、定期配逹の仕事 がある。 この強みには、

様 々な事業が親和性 を持つの だろ う。 このたび立 ち上 げた配食事業 も、 その強み を十

分 生か した もの とい える。

今後、 ヽヽ よい よこの よ うなネ ッ トワー ク保有者が呆 たす地域 における役割 は無尽蔵

に広が るもの と思われる。今後の さらなる活躍 が楽 しみである。
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配
食
事
業
の
ス
タ
ー
ト

初
め
て
お
会
い
し
た
と
き
、
こ
ん
な
に

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
浴
れ
る
女
性
の
起
業
家

が
、
一矛
ヶ
崎
に
い
た
の
か
、
と
い
う
衝

撃
を
受
け
た
。
必
要
な
ら
仕
事
を
創
る
、

と
い
う
発
想
で
ど
ん
ど
ん
突
き
進
む
。

そ
ん
な
前
田
さ
ん
が
、
市
内
飲
食
店

と
し
て
人
気
高
い
カ
ン
テ
ィ
ー
ヌ

。
マ

シ
ュ
ー
、
加
納
食
堂
と
組
み
、
平
成
２７

年
度
の
茅
ヶ
崎
市
商
店
街
に
ぎ
わ
い
創

出
事
業
の
認
定
を
受
け
、
配
食
事
業
を

始
め
た
。

「配
食
」
と
い
う
と
、
介
護
食
や
高

齢
者
向
け
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
今

回
は
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
限
定
せ
ず
、

「食

の
楽
し
さ
を
運
ぶ
」
が
テ
ー
マ
だ
。

茅
産
茅
消
を
基
本
に

こ
の
配
食
事
業
は
地
元
企
業
同
士
が

連
携
し
た
も
の
で
、
市
内
３
′
０
０
０

顧
客
を
目
標
に
し
て
い
る
。
２
軒
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
お
弁
当
を
作
り
、
朝
、
湘

南
ミ
ル
ク
＆
デ
ザ
ー
ト
社
に
納
品
、

茅
ヶ
崎
市
内
の
宅
配
担
当
の
マ
マ
さ
ん

た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
顧
客
へ
配

達
す
る
。

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
安
心

。
安
全
な

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
大
前

提
を
押
さ
え
た
う
え
で
、
京
都
の
漬
物

や
、
ス
イ
ー
ツ
を
添
え
る
な
ど
し
、
お

客
様
の
二
―
ズ
に
合
わ
せ
て
い
く
と
い

う
。

女
性
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

こ
の
会
社
は
、
子
育
て
世
代
の
マ
マ

さ
ん
を
積
極
的
に
雇
用
し
て
い
る
。
そ

の
ポ
イ
ン
ト
は
、

「空
い
て
い
る
時
間

を
有
効
に
使
え
る
よ
う
に
す
る
」
と
い

う
視
点

。
前
田
さ
ん
は
、
女
性
の
空
き

時
間
を
活
用
す
る
為
、
テ
レ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
事
業
も
伸
ば
し
て
き
た
。
森

永
牛
乳
を
配
達
す
る
中
で
培
っ
て
き
た

市
内
の
配
送
網
を
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
に

生
か
し
て
発
展
さ
せ
て
い
く
。
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ちがさき配食事業推進委員会

|も つともつと女性がキ蝉
Iこ なる !
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背景・事業概要

さぽちがの一言 !



松尾建設株式会社
1武FⅧ¬[乱lt懲職⑩

基本情報

所在地
矛ヶ崎市東海岸南
3-1-15

E¨ma‖

TEL
FAX

0467-85-7118
0467-82-5000 URL http://www.matsuokensetsu.co.jpl

背景・事業概要

昭和16年、茅ヶ崎市松尾で、造園業の「松尾園」として創業。昭和27年から鳶 (と

び)職を兼務、昭和48年 に、雄三通 り沿いにシ∃一ルームを設けた現社屋に移転した (

オーナーさんとの「ご縁」を大切に、「ス トーリーのある家づくり」をモッ トーに、

心から喜ばれる家づくりをしている。

企業活動は単に家づ くりの領域にとどまらず、会社内の敷地を利用 して行う朝市
「ス トーリーマルシェ」を主催し、良いものを提供 しているオーナーたちと参加者の

縁をつなげる場を設けている。ス トーリーマルシェは隔月午前中で開催しており、開

催回数は15回を数える。3年前に出店数5店舗、参加者100名程度からスター トし、今
では出店数 15店舗、参加者400～500名を集めるまでに成長した。

PRポイ とト ロ 困つていること 口求めていること

「ス トーリーのある家づ くり」という
モッ トーがこの取組みを生み出し、良いも
のを提供するオーナーたちと地域住民の

様々な出会いをもたらしている。

また、取組みに多くの者が共感し、地域

におけるリーダーシップを発揮している。

ス トーリーマルシェヘの期待はますま

す高まつてお り、開催頻度や時間等の拡

充の要望が多く上がつている。
一方、人員体制的に開催頻度や時間を

増やすことが難 しい。主体的に動 くこと

ができる人材や企業が他にあれば、これ

らの要望にも応えられるのではないかと

考えている。

さばちがの一言 !

代表の青木 さんのこだわ りは、本業の建築への こだわ りだけでな く、食に対す るこ

だわ りにも派生 している。出店者に対 して も、 ス トー リーマルシェヘの出店 をきっか

けとしてさらに飛躍 してほ しいとい う気持ちを持 ってい るようだ。

この地域はお祭 りや地域のイベ ン トが少ないため、 このマルシェヘの期待 は高い。

3年 間の参カロ者の増カロ数か らも、マルシェが順調に地域 に浸透 し始めてい ることがわ

か る。一方で、場所や人員体制等の問題から拡充が難 しい ことが課題。出店者が青木

さんの ように地域で リーダー シップを発揮 してい る人材 と出会 うこと、 または青木 さ

んが新たに リーダーシップを発揮で きる人材 と出会 うことによって、取組みが発展す

るか もしれない。
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代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
だ
わ
り

小
さ
い
頃
を
振
り
返
る
と
、
い
つ
も
そ

ば
に
あ
る
家
業
の
道
具
で
遊
ん
で
い
た
そ

う
だ
。
鳶
を
し
て
い
た
お
じ
い
さ
ま
が
突

然
亡
く
な
ら
れ
て
、
も
っ
と
聞
い
て
お
け

ば
よ
っ
た
と
振
り
返
る
青
木
さ
ん
。
そ
の

横
顔
に
、
素
材
へ
の
こ
だ
わ
り
、
丁
寧
な

仕
事
へ
の
情
熱
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ

と
が
伺
え
る
。

シ
∃
―
ル
ー
ム
で
ひ
と
き
わ
目
を
引
く

の
は
、
部
屋
全
体
を
温
か
く
包
む
ペ
レ
ツ

ト
ス
ト
ー
ブ
。

「煙
も
出
な
く
て
、
芯
か

ら
温
ま
る
。
ス
ト
ー
プ
の
ペ
レ
ツ
ト
を
作

る
機
械
を
作
っ
て
、
み
ん
な
に
使
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
夢
は
膨
ら
む
。

ス
ト
ー
リ
ー
の
あ
る
家
づ
く
り

人
の
暮
ら
し
に
必
要
な
も
の
は
家
だ
け

で
は
な
い
。
そ
こ
に
住
む
人
が
い
て
、
そ

の
人
た
ち
に
は
生
活
が
あ
り
、　
一
日
の
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
帰
っ
て
く
る
場
所

で
あ
る
。
人
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
た

め
に

「食
」
は
欠
か
せ
な
い
。

家
を
建
て
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ス

ト
ー
リ
ト
を
意
識
し
、
ど
ん
な
生
活
を
営

む
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
住
ま
い
の
提
案
を
す
る
。
そ
れ
が
青

木
さ
ん
の
こ
だ
わ
り
だ
。

建
設
会
社
が
主
催
す
る
朝
市

ス
ト
ー
リ
ー
マ
ル
シ
ェ
。

「
こ
こ
ろ
と

カ
ラ
ダ
が
喜
ぶ
ち
い
さ
な
朝
市
」
と
し
て
、

取
組
み
を
続
け
て
き
た
。

家
づ
く
り
の
こ
だ
わ
り
と
同
じ
よ
う
に
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
、
人
も
素
材
も
見

つ
け
る

「お
た
く
」
だ
と
自
認
す
る
青
木

さ
ん
。
ど
こ
へ
で
も
出
か
け
て
行
っ
て
自

分
の
日
で
見
て
納
得
し
た
も
の
を
選
ぶ
。

そ
れ
を
自
身
で
謳
歌
す
る
だ
け
で
な
く
、

い
い
も
の
の

「縁
」
を
結
ぶ
機
会
と
場
を

提
供
す
る
こ
と
に
も
ま
た
、
強
い
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
る
よ
う
だ
。

こころとカラダが響ぶらしヽきな朝市
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NPO法人

湘南スタイル

所在地
茅ヶ崎市新栄町13-48
ワラシナビル 5F E-mail info@shonan-style.jp

丁EL
FAX

0467-86… 9200
0467-82… 3920 URL http://www.shonan-stVle.jp /

住民活動の豊かで健全な発展と、地域住民をはじめ地域事業者の参加による住民主

体のまちづくりを実現することをミッシ∃ンとして掲げている。□一カル情報の発信

と地域住民との対話を通じ、地域の活性化に資する事業を数多く提案、自らもその仲

介役 となつて主体的に事業に関わつている。主な活動内容は、食や農に関するソー

シャル ビジネス、コミュニティ 。ビジネスの提案及び実施、SNSを活用 した地域コ

ミュニティの構築、六次産業化支援コンサルティング等である。行政との協働の実績

として、「おいしいちがさき」、「FuboLaboちがさき」等のホームページの作成・

管理も行つている。

Webページにおける収入源はバナー等

の広告料が主となるが、市との協働で作

成 したものは、広告のターゲッ トが限定

的になるため、収益が上がるほどにはな

らず、自立した運営が難しい。

多彩なネッ トワークを活用し、実験的な

ものを含め、様々な新規事業を打ち出して

いる。特に茅ヶ崎市との協働事業を数多く

経験 しており、行政とコラボレーシ∃ンす

ることのノウハウが蓄積されている。

また、Facebookを 通じて情報発信を積

極的に行つており、市民からの認知度も高

い。

「デ ィズニー ラン ドも良いが、 茅 ヶ崎市 とその周辺 には観光資源 があ る。 もっと

茅ヶ崎にも楽 しめるコンテンツが沢出あることを色々な人に伝 えたい」

茅ヶ崎市への熱い想いを、生 き生きと語 って くれた市川 さん。 自ら子育てを しなが

ら働 く経験 と事業 を通 じて得 たネ ッ トワークを生かす ことで同世代のママ さん との交

流 を深 めてい る。 そうした日常の中で課題 を敏感に感 じ取 りっっ、豊かなアイデ ィア

を育み、形 に している。カロえて、積み重ねてきた協働事業 を通 じて得た行政 との信頼

関係から、 このまちの将来 を見据 えて他のNPOや 企業に対 し、行政 との協働の ヒン トを

導いて くれることを期待 している。
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Ｗ

ｅ
ｂ
が
地
域
で
果
た
す
価
値

近
い
の
に
な
か
な
か
つ
な
が
ら
な
い
地

域
社
会
。
現
代
の
日
本
な
ら
で
は
の
現
象

で
あ
る
。　
一
方
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発

達
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
は
つ
な
が
る
こ
と

の
で
き
な
か
っ
た
海
外
と
も

一
瞬
で
連
絡

を
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
社
会
と

ネ
ッ
ト
社
会
。　
一
見
、
相
反
す
る
関
係
に

も
思
え
る
が
、
地
域
を
つ
な
ぐ
の
も
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

湘
南
ス
タ
イ
ル
は
□
―
カ
ル
な
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
作
成

。
運
営
を
通
し
て
、
訪

問
者
や
登
録
者
間
の
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
の
交
流

を
生
み
出
し
て
い
る
。
さ
ら
に
イ
ベ
ン
ト

の
開
催
を
通
じ
、
リ
ア
ル
な
場
で
の
交
流

を
図
る
こ
と
で
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ワ
ー
ク

は
よ
り
強
固
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
。

子轡て情報サイト鸞

ロ
ー
カ
ル
ヘ
の
貢
献

「
Ｗ
ｅ
ｂ
だ
け
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い

二
―
ズ
に
対
し
て
、
実
際
に
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
て
、
交
流
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

地
に
足
の
つ
い
た
信
頼
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
市
川
さ

ん
は
言
う
。

市
と
の
協
働
事
業
で
ス
タ
ー
ト
し
た
子

育
て
情
報
サ
イ
ト

「
Ｆ
ｕ
Ｂ
ｏ
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ

ち
が
さ
き
」
で
は
、
地
域
で
子
育
て
を
す

る
う
え
で
役
立
つ
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
行
政

・
民
間
問
わ
ず
開
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
、
依
頼
が
あ
れ
ば
無
料
で
掲

載
し
、
紹
介
し
て
い
る
。
中
で
も
、
パ
パ

向
け
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
に

着
目
し
、

「パ
パ
と
子
」
を
対
象
と
し
て

開
催
し
た
平
成
２６
年
度
の

「パ
パ
ト
コ
イ

ベ
ン
ト
」
で
は
、
来
場
者
が
約
２
′
０
０

０
人
を
達
成
す
る
な
ど
、
大
き
な
反
響
が

あ
っ
た
。

鮮明艤轡臨麟L申 1軒 |

こ
う
い
っ
た
Ｗ
ｅ
ｂ
ぺ
―
ジ
は
、
採
算

性
よ
り
も
、

「人
に
思
い
や
情
報
を
届
け

て
、
□
―
カ
ル
に
貢
献
し
た
い
」
と
い
う

気
持
ち
か
ら
作
成
し
た
と
の
こ
と
。

茅
ヶ
崎
の
良
さ
を
子
ど
も
の
う
ち
か
ら

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
そ
の
子
が
大
き

く
な
っ
た
と
き
、
さ
ら
に
茅
ヶ
崎
に
愛
着

を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
連
鎖
を
目

指
し
て
、
湘
南
ス
タ
イ
ル
の
活
動
は
こ
れ

か
ら
も
続
い
て
い
く
。

|リ ア ル 狡 つ な ぐ Webの 存 在
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フ
ー
ド
リ
サ
イ
ク
ル

「生
ゴ
ミ
」
を
ゴ
ミ
で
は
な
く

「資

源
」
と
し
て
活
用
す
る
。

協
働
推
進
事
業
に
お
い
て
材
料
と
な
る

「生
ゴ
ミ
」
は
柳
島
小
学
校
、
共
同
調
理

場
３
校
分
、
梅
田
小
学
校
、
生
ゴ
ミ
処
理

機
を
使
用
し
て
い
る
小
学
校
３
校
か
ら
回

収
し
て
い
た
。
１
回
の
回
収
量
は
合
わ
せ

て
約
３
０
０
短
近
い
。
年
間
で
は
約
‐９
卜

ン
に
も
な
る
。

生
ゴ
ミ
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
、

微
生
物
が
活
躍
す
る
。
微
生
物
の
発
酵

・

分
解
能
力
は
高
く
、
ゴ
ミ
に
含
ま
れ
る
汚

染
物
質
を
無
害
化
し
、
良
質
な
発
酵
肥
料

と
す
る
。
生
ゴ
ミ
を
資
源
と
し
て
扱
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
処
分
に
か
け
る
コ
ス
ト
と

Ｃ
０
２
が
削
減
さ
れ
る
。

「資
源
循
環
の

し
く
み
」
に
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
ゴ
ミ

問
題
も
解
決
す
る
、
と
い
っ
た
考
え
で
あ

る
。藤

間
さ
ん
は
、
微
生
物
の
働
き
で
作
ら

れ
た
堆
肥
を
有
機
肥
料
と
し
、
そ
れ
を
市

内
の
農
家
数
軒
に
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
実
際

に
使
用
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
そ
う
し
て

出
来
た
野
菜
を
小
学
校
で
給
食
に
用
い
、

食
資
源
循
環
の
取
組
み
を
行
っ
た
。

「無

害
化
さ
れ
た
有
機
肥
料
を
使
う
と
、
土
が

元
気
に
な
る
。
そ
ん
な
土
か
ら
育
っ
た
安

心
で
新
鮮
な
野
菜
を
子
供
た
ち
に
食
べ
て

し
ら
い
た
い
」
と
藤
間
さ
ん
は
言
う
。

持
饒
可
能
な
ま
ち

へ
　
投
資
の
発
想

藤
間
さ
ん
は
過
去
に
、
茅
ヶ
崎
市
を
持

続
可
能
な
ま
ち
に
す
る
た
め
の
ア
イ
デ
ア

を
、
協
働
事
業
と
し
て
市
に
提
案
し
て
い

る
。
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
協
働
事
業
な

い
し
は
事
業
委
託
と
い
う
形
式
に
お
い
て

も
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
原
因
の

一
つ
に
多
額
の
初
期
投
資
が
あ
っ
た
と
い

う
。事

業
を
始
め
る
と
き
、
ほ
と
ん
ど
の

ケ
ー
ス
で
初
期
投
資
が
必
要
と
な
る
。
し

か
し
、
そ
の
初
期
投
資
に
必
要
な
自
己
資

金
が
不
足
す
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
か
か

ら
調
達
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、

投
資
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
後
の
返
済

可
能
性
を
見
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。

も
し
仮
に
、
藤
間
さ
ん
の
計
画
を
事
業

化
し
、
か
つ
採
算
を
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
市
と

一
緒
に
事
業

化
し
て
い
く
と
い
う
手
法
だ
け
で
は
な
く
、

民
間
企
業
と
の
協
働
や
、
あ
る
い
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
し
て
の
活
動
で
資
金
調
達
を
行

う
と
い
っ
た
道
も
あ
る
。

資
金
の
規
模
に
制
約
が
あ
る
の
は
当
然

で
あ
る
が
、
藤
間
さ
ん
の
よ
う
に
、
よ
り

魅
力
的
な
茅
ヶ
崎
を
つ
く
り
た
い
と
い
う

思
い
が
込
め
ら
れ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
つ
い

て
、
建
設
的
な
議
論
が
で
き
る
土
壌
は
、

是
非
と
も
大
切
に
し
た
い
。
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NPO法人湘南フー ド

リサイクル

E-mail emhouse@coda.ocn.ne.jp所在地  茅ヶ崎市柳島2…9-47

URL http://www.emhouse.co.jplTEL
FAX

0467-82… 1748
0467-89… 3786

NPO法人フー ドリサイクルでは、市内で生ごみを収集し、処理機で堆肥化している

堆肥は会員や農業者が野菜の肥料として利用したり、お花の肥料に利用。また、NPO
活動と一体として展開する「にじまるフアーム」では、上記の堆肥から野菜を育て、

「無農薬野菜 &自然食品店にじまる」として販売しているほか、「自然派レス トラン

虹色DELIに じまる」として料理の提供も行つている。

食資源が循環する仕組みの実証実験を

行ってきた。企画書もあるため、協働の可

能性を探りたい。

循環の仕組みづくりには多数の事業者

で協力 し合 う必要があ り、広 くネ ッ ト

ワークを構築したい。

虹色DELIに じまるレス トランでは藤間栄一 さんが店長 を務めてい る。お父様である

豊 さんの活動 を受け継 ぐと同時に若い人材同恙のネ ッ トワークを作 り、仲間 とともに

「だ と体の健康」のために様 々な提案をす る活動 を展開 している。

お話の中で、本 当に地域の木来 を考 えて取組みをされてい るとい うことを感 じま し

た。想い をカタチにするのは難 しいが、少 しや り方 を変 えると実現がで きることもあ

る。協働がそのような ヒン トになれば、 と期待 してい る。

捕 続 可 龍 な お しヽ し しヽ ま つ 鮮 ヶ 崎

|
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NPO法人

まちづくリスポット

茅ヶ崎/CAFE POE

瘍 犠鮮 ‐菖ρ‐き麟

所在地
茅ヶ崎市浜見平 11-1
八マミーナ

info@rnachispo― chigasaki.corn

(NPO法人まちづくリスポット茅ヶ崎)
E―ma‖

0467… 89…2501
(まちスポ茅ヶ崎)

0467-82-5884
(CAFE POE)

TEL
http://WWW,maChiSpO¨ ChigaSaki.COm/

URL (NPO法人まちづくリスポット茅ヶ崎)

http://cafepoe.jp/(CAFE POE)

「地域に住む『まちの主役」のアイデア実現に向けて」
NPO法人まちづくリスポット茅ヶ崎は、地域で暮らす子どもからシニアまで幅広い

世代の人が使える交流スペース「まちスポ茅ヶ崎」の運営を始め「多世代が参加でき
るイベントの開催」、「セクターを超え地域課題について話し合う場づくり」、「地
域がより元気になるような企画を地元商店と共に形にする」などの活動を行つている

「まちづくりがコンセプトのコミュニテイカフェ『POE』 」
NPO法人まちづくリスポット茅ヶ崎と、カフェの専門店である株式会社WATが共同

運営するCAFE PO圧 (ポー)。 株式会社WATはまちづくりとまちの活性化に携わる力
フェの店舗運営やコンサルタント業務を中心に展開。プロジェクトマネージヤーの樋
口さんがPOEの企画を担つている。スタッフの平均年齢は約30歳と若く、それぞれの

個性を大切にした運営を心がけている。
―'L _
Lこ .‐つてい て し □

地域 にまつわる 「食」のアンテナカ

フェとして、生産者や地元企業と積極的

な連携を目指している。

「どの世代も楽しめるメニューを、思い

思いのスタイルで」をコンセプ トに、誰も

が気軽に通え、「地域のたまり場」となる

ようなカフェ空間を提供している。

気さくなスタッフの明るさも手伝つて

様々な地域交流・企業交流が生まれ、多彩

なアイディアの創発につながつている。

“住み続けられる魅力的なまちに したい"そ んな思い をかなえたい人が出会い、地

域や世代 をつな ぐ交流の場 「まちスポ」は、大和 リース株式会社が地域のNPOと 協働 し

て全国5か 所に展開する地域交流の活動拠点である。

まちスポのように地域特化型の中間支援団体が増 えると、 より幅広い住民参カロが期

待 されると共に、NPOと の協働が地域によリー層浸透 し、 「まちの活性化」につながる

のではないか。今後が非常に楽 しみである。
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ま
ち
づ
く
り
と
カ
フ
ェ

食
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ツ
ー
ル
と

し
て
、
カ
フ
ェ
事
業
を
開
始
。
具
体
的
に

は
地
域
の
食
材
を
使
い
、
地
元
の
企
業
と

コ
ラ
ボ
し
な
が
ら
、
回
―
カ
ル
フ
ァ
ー
ス

ト
の
精
神
を
大
切
に
運
営
し
て
い
る
。
こ

れ
が
カ
フ
ェ
と
い
う
立
場
で
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
カ
フ
ェ
と
い
う
人
が
集
ま
る
場

所
の
特
性
を
利
用
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
∃
ッ

プ
な
ど
が
展
開
で
き
る
と
、
地
域
の
方
々

に
喜
ば
れ
る
場
所
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

地
域
の
人
と
の
協
働
も

地
域
で
は
、
植
栽
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を

一
緒
に
行

う
こ
と
も
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
。

そ
う
や
っ
て
地
域
に
入
っ
て
い
き
、
地

域
か
ら
頼
ら
れ
る
よ
う
な
関
係
を
つ
く
る

こ
と
が
、
地
域
に
根
差
し
た
持
続
可
能
な

事
業
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
、
樋
口
さ
ん

は
語
る
。

結
局
、
人
が
す
べ
て

こ
の
カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
の
も
、
こ
の

ま
ち
を
構
成
す
る
の
も
、
す
べ
て
は

「人
」
。
こ
の
カ
フ
ェ
が
個
性
を
発
揮
す

る
に
は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
か
か
る
け
ど
、

そ
の
た
め
に
は
働
い
て
く
れ
る
人
た
ち
の

個
性
が
引
き
出
さ
れ
て
、
そ
の
集
合
と
し

て
カ
フ
ェ
の
顔
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
る
。

今
後
、
地
域
の

「ヒ
ト
」
や

「
モ
ノ
」

を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
と
し
て

の
展
開
に
期
待
し
た
い
。

カフェと一緒健:唯1域|コ 薫ュ E=軍コ
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行
政
情
報
と
障
害
者
の
就
労

「
八
ン
デ
ィ
の
あ
る
人
た
ち
の
特
性
に

合
っ
た
仕
事
を
い
か
に
作
り
、
社
会
参
加

を
さ
せ
て
給
料
ア
ッ
プ
す
る
よ
う
に
す
れ

ば
、
税
収
も
ア
ッ
プ
す
る
し
、
当
事
者
の

生
き
甲
斐
に
も
な
る
。
労
働
人
口
が
減
る

中
、
福
祉
だ
け
で
は
な
く
民
間
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
語
る
代
表
の
高

田
さ
ん
。
た
し
か
に
、
障
害
者
に
は
働
く

場
所
が
あ
る
か
ど
う
か
が
問
題
に
な
り
が

ち
だ
が
、
本
質
的
に
は
自
活
で
き
る
環
境

が
整
え
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
が
議
論
さ

れ
る
べ
き
。
そ
こ
に
光
を
当
て
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
茅
ヶ
崎
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は

も
っ
と
高
ま
る
よ
う
に
思
う
。

観
光
と
し
て
の
茅
ヶ
崎

住
民
の
こ
こ
ろ
が
穏
や
か
で
あ
り
、
優

し
く
て
他
人
を
受
け
入
れ
や
す
く
お
互
い

が
支
え
合
っ
て
い
る
と
い
う
側
面
を
見
せ

て
い
き
た
い
。
そ
の
中
に
ハ
ン
デ
ィ
の
あ

る
人
も
入
っ
て
い
て
お
互
い
が
支
え
合
う
。

相
当
時
間
も
か
か
る
が
、
そ
う
し
た
人
の

心
に
訴
え
る
よ
う
な
茅
ヶ
崎
の
気
質
を

創
っ
て
、
人
を
呼
ん
だ
方
が
リ
ピ
ー
タ
ー

に
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
定
住
者
も
増
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

加
工
品
に
つ
い
て

加
工
品
レ
シ
ピ
は
、
フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
市
内
の
シ
ェ
フ
の
協
力
を
得

て
い
る
。
加
工
は
、
近
隣
福
祉
施
設
で
は

初
め
て
瓶
詰
缶
詰
製
造
業
の
許
可
を
取
得

Π
ｕロ

し
た
綾
瀬
市
の
福
祉
施
設
に
Ｏ
Ｅ
Ｍ

（相

手
先
ブ
ラ
ン
ド
名
製
造
）
で
委
託
し
て
い

る
。
道
の
駅
に
様
々
な
体
験
施
設
が
出
来

る
と
良
い
。
そ
の
中
で
八
ン
デ
ィ
の
あ
る

人
も

一
緒
に
働
い
て
い
る
姿
を
見
る
こ
と

で
心
動
か
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
地
域
内

外
の
人
た
ち
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
産
業

活
性
化
に
つ
な
が
る
。

今
後
の
展
望

八
ン
デ
ィ
の
あ
る
方
た
ち
に
、
い
か
に

社
会
参
加
し
て
も
ら
う
か
。
地
域
の
住
民

と
ど
う
共
存
共
栄
し
て
い
く
か
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
観
光
都
市
茅
ヶ
崎
と
題

し
て

「心
の
豊
か
さ
を
求
め
て
」
と
記
載

が
あ
っ
た
。
観
光
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園
の

取
組
み
を
通
し
て
心
が
豊
か
に
な
っ
て
、

幸
せ
に
な
っ
て
、
今
度
は
リ
ピ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
茅
ヶ
崎
に
戻
っ
て
き
て
く
れ
る
。

目
立
た
な
い
が
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
こ

と
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
あ
て
る
、
縁
の

下
の
力
持
ち
の
よ
う
な
人
、
こ
つ
こ
つ
と

や
っ
て
い
る
人
の
本
質
を
見
つ
け
て
、
表

面
だ
け
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
∃
ン
す
る
の
で

は
な
く
て
、
本
質
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
大

事
。
こ
の
気
持
ち
が
続
く
と
良
い
。
温
か

い
雰
囲
気
や
光
景
に
は
特
別
感
が
あ
り
、

き
っ
と
茅
ヶ
崎
の
売
り
に
な
る
。
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■
日
■
■
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■
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■
■
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■
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中撰期で考え、個惣を捕つて推進

温故知新
開工房

l

所在地  茅ヶ崎市萩園3625 E-mail onkochisin@kaikobou.com

丁EL
FAX

090-5202… 1448
0467-59-4199 URL  http://kaikoubou.com/

温暖な矛ヶ崎で、ブルーベリーを12品種、500本以上栽培しながら、日々この土地
に合う品種の選定や栽培技術向上に努めている。自慢のジャムやソース、クリームは
社会福祉法人に製造委託している。よいものを世に送り出してハンディのある人によ
り多くの給料を払い彼らの生活を豊かにすることがモットー。そんな彼らの仕事ぶり
と頑張りが質のよい製品を生み出している。代表の高田さんは、獣医師の顔も持つ一

方で、障害者も納税者になれるくらいの就労場所を作らなければならないという想い
と、茅ヶ崎が誇れる特産品作りを目標に、この取組みを行つている。

P イ と

湘南地域では初めて養液栽培でブルーベ

リーを栽培し、県内では2施設目。この栽
培方法は、短期間で成木化ができ、すばら
しい味のブルーベリーが収穫できる。
加工品はフルーツの老舗 (株)京橋千疋

屋でも販売されており、旬の生果は贈答需
要に、冷凍果実は市内洋菓子店などに販路
を有する。また、地産地消の観点から市内
のサービス業より引き合いがある。不便な
立地にも関わらず、今年度は1′000人以上
の摘み取り客を迎えるまでになつた。

い い こ と

農園作業、加工品製造など福祉 とのコ

ラボを継続 しており、八ンディのある方
も健常者も一緒に支えあい、地域の中で

生活していくための一つの手段がブルー
ベ リー農園である。次はイチゴの観光農
園を開き、冬の観光客が減少する時期の

集客手段として、また、ブルーベ リーと

イチゴを組み合わせて通年の仕事を皆に

提供 していきたい。ただし、現在の農地

制度ではなかなか事業参入が難 しいのが

課題。

29 30

背景 口事業概要

都市近郊農業の課題がある・|、 福祉 とのコラボとい う視点で農業 を実践 してお り、
この姿勢 を貫いている事に越打たれる。やがて建設予定の道の駅 に加工場が建設でき

れば、ハ ンデ ィのある方 と健常者が一緒に作業 してい る農園で、観光者が 自ら摘み

取 った呆実 を道の駅のカロエ場でオンリーワンのジャム作 りを体験 して帰っていただけ

るだろ う。 そ うヽヽ う経 1験 を通 して こころが豊かにな り、幸せ にな り、 リピー ターに

なって くれるはず。道の駅 に立ち寄った観光者には特別感が売 りになるのではないか

また体験型施設や観光農園があることで市内の滞在時間 も増 える。 こうした日立たな

い、 こつ こつ と福社 と農業の コラボを実践 している方 と巡 り合 えたことは、今回の ヒ

ア リングの意義 をかみ しめることができた1時 間であった。



農
業
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
る

お
会
い
す
る
な
り
、

「
こ
れ
持
っ
て
き

た
か
ら
、
是
非
食
べ
て
よ
」
と
、
大
量
の

野
菜
の
お
土
産
を
持
た
せ
て
く
れ
た
代
表

の
高
橋
さ
ん
。
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
４
名
の

た
め
に
準
備
し
て
く
れ
た
。
そ
の
顔
は
心

か
ら
の
笑
顔
だ
っ
た
。

「自
分
の
つ
く
っ
た
野
菜
を
食
べ
て
も

ら
え
る
な
ん
て
本
当
に
嬉
し
い
ん
で
す
よ
。

食
事
は
身
体
に
入
る
も
の
だ
か
ら
、
す
ご

く
大
切
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
す
ご
く
大

切
な
営
み
に
生
産
者
と
し
て
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
、
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
え
る

な
ん
て
こ
れ
以
上
幸
せ
な
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る

高
橋
さ
ん
は
地
域
の
人
か
ら
、

「手

伝
っ
て
」
と
か

「
こ
ん
な
こ
と
や
り
ま

し
よ
う
よ
」
と
言
わ
れ
れ
ば
笑
顔
で
引
き

受
け
る
。
そ
れ
に
は
食
の
持
つ
機
能
を
広

く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
強
い
思
い

が
あ
る
。

「食
事
は
身
体
の
た
め
、
と
い
う
理
由

も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
人
と
人
の
つ

な
が
り
を
生
み
出
す
大
切
な
役
割
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
食
卓
を
考
え
た
と
き
、

美
味
し
い
も
の
を
囲
ん
だ
時
に
会
話
を
し

ま
す
が
、
こ
う
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
∃
ン
が
家
族
関
係
を
良
好
な
も
の
と
し

ま
す
。
ま
た
、
な
か
な
か
社
会
に
溶
け
込

め
な
か
っ
た
り
、
感
情
表
現
が
苦
手
な
子

供
も
、　
一
緒
に
料
理
な
ど
を
し
て
み
る
と
、

驚
く
ほ
ど
協
力
し
て
く
れ
た
り
、
楽
し
ん

で
い
る
様
子
が
わ
か
り
ま
す
」
と
高
橋
さ

ん
は
言
う
。

生
産
者
は
美
味
し
い
も
の
を
つ
く
る
、

安
全

。
安
心
な
野
菜
を
つ
く
る
、
と
い
う

こ
と
が

一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
な
の
か
も
し

れ
な
い
が
、
誰
に
で
も
関
係
す
る

「食
」

が
果
た
す
機
能
に
つ
い
て
、
生
産
者
が

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
視
点

を
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
大
変
興
味
深

い人
手
不
足
に
つ
い
て

「も
と
も
と
、
後
継
者
問
題
の
解
決
の

た
め
に
、
と
立
ち
上
げ
た
萩
園
フ
ァ
ー
ム

２１
で
す
が
、
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
、
高
橋
さ
ん
。
作
っ
て
も
買
い
叩

か
れ
、
天
候
に
も
左
右
さ
れ
、
小
さ
な
単

位
で
農
業
を
し
て
い
て
も
、
人
件
費
を
支

払
え
ば
利
益
は
出
な
い
。
後
継
者
が
育
た

な
い
以
上
、
こ
の
課
題
へ
の
解
決
の
糸
口

が
つ
か
め
な
い
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
後
継
者
に
目
を
向

け
て
活
動
し
て
き
た
高
橋
さ
ん
し
か
見
え

な
い
視
点
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
次
世
代
に
つ
な
が
る
。

3231

E…ma‖所在地  茅ヶ崎市萩園 1224

URL
0467-57-0076TEL

FAX

萩園で農業を営む、萩園地区21名で当初構成された団体である。同会の目的は茅ヶ

崎の農業の持続的発展に向かって寄与することであり、具体的には後継者の育成に取

り組んでいる。

同会の恒例行事として会のメンバーが中心となつて毎年秋に花と野菜まつりを開催

している。

「農業の後継者」に重点をおいて活動
をしてきたが、抜本的な解決には至つて
いない。農業のノウハウもあり、後継者

が育たない原因を身に染みて感じている

だけに解決の糸口を見つけたい。

農業に関する経験、知識、想い。これま

で、農業推進に関して、様々な取組みを実

施 してきており、その実績と指導経験が豊

富である。健康講座での指導や浜須賀小学

校での生徒への指導、研修教員への指導な

ど実践指導等における指導力への評価は高

い。

素朴な語 リロの中に地域農業への愛情や熱い想いを感 じる。指導者 として多 くの人

にその愛情や想いを伝 えてい る。孤食やコンビニ食に偏 りがちな児童に、創 り楽 しく

食べ る会 を開催するなど、献身的な取組みを行い、地域の課題解決に向けて努力 を続

けている。地域にとって人事な存在であることは言 うまで もない。

晨業 を次世代 に継承す るために、茅産茅消などのキャンペー ンを実施することも有

効であるが、高橋 さんのような方々をこのまちに増や してい くことが、根本的な解決

に繋が ると感 じる。事業者や行政 と協力 し、 このような活動 を行 ってい ることを市民

に知 ってもらえれば、ぬず コミッ トす る方はい る。 そのような市民を少 しで も増やす

ことが重要である。 食 狡 通 し た 地 輔 課 題 の 解 決 赳

萩園ファーム21

□困躙瓢

背景・事業概要

PRポイント・得意なこと 困つていること・求めていること

さぽちがの一言 !



福祉・介護農園
普及推進会

所在地
茅ヶ崎市茅ヶ崎
1-2-43… 1007 E-mail cdc_hirose@yahoo.co.jp

TEL
FAX

0467… 52¨ 4515
0467… 52¨ 4515 URL http://fukushi― kaigo¨ nouen.omciaLjp/

少子高齢化が進展し、家族構成の変化やライフスタイルの多様化に伴い、食生活に
も様々な問題が生じている。このような中、ライフステージの特徴に応 じた

″
食育

″
の

取組みに加え、健康長寿を目指 した未病対策や介護予防にもつながる「介護食品」の
必要性が国や県において検討されてきた。本団体は「『農』と触れ合う機会を増やし、

健康・介護 。生きがいに結びつく社会の実現」をミッシ∃ンとして掲げ、利用者や介
護施設などのニーズに即した商品開発を行つている。平成26年には農林水産省の交付
金事業「介護食品普及支援事業」 |こ応募したところ、見事採択され、「健康寿命を伸
ばす介護食品のあり方」を取組みテーマとして、地域活力と連携し、幅広い世代の参
加による「町ぐるみで作 り、お届けするお楽しみ健康長寿食」の地域実証プランを推
進している。加えて、同じく交付金事業である「農業体験農園の開設・運営事業」も
実施 しており、精力的に活動を行つている。

困つていること 口求めていること

高齢者や障がい者が活動するための農園

を有 している。また、団体の会員それぞれ

が独 自のネ ッ トワークを持つてお り、活動

を拡大 していくための資源を多 く保有 して

いる。

スマイルケア食の普及のための次なる
ステップを模索 している。また、団体の

活動に対する二一ズが増 してきてお り、
地域における生産者や加工者と積極的に

協働 し、活動を広げていきたいと考えて
いる。

物

本団体 は、平成26年 に農林水産省の介護食品普及支援事業 として選定 された全国4団

体の うちの1つ として、ニーズ調査や試作品の提供など、高齢者食の普及事業に取 り組
んでい る。話 を伺 った中で、文教大学周辺におけるまちづ くりを始め、空 き屋 を活用

した食の提供の場づ くり等の創意工夫溢れるアイデ ィアも聞かせていただいた。 この

団体の活動の発展可能性に大いに期待 したい。
この超高齢社会において、高齢者等へのサー ビスの担い手は今や行政 だけではない

(

本団体 の活動がより充実 し、地域 に定着することで、豊かな長寿社会の形成に寄与で

きると思われる。また、同様の ミッンコンを持 ってい る団体 は多 くあると思われるた

め、行政のみならず、様マな連携・協働の道が考 えられる。
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▼

高
齢

・
障
が
い
者
の
社
会
参
加

福
祉

・
介
護
農
園
普
及
推
進
会
は

「ふ

く
の
会
」
と
い
う
市
民
団
体
が
核
と
な
っ

て
生
ま
れ
た
団
体
。
高
齢
者
や
障
が
い
者

等
が
農
作
業
を
通
じ
て
社
会
参
加
す
る
場

と
し
て
、
団
体
が
所
有
す
る
農
地
を
活
用

し
て
い
る
。
様
々
な
知
識
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
っ
た
方
々
が
集
ま
る
本
団
体
は
、

多
角
的
な
視
点
で
地
域
社
会
を
提
え
て
い

る
。
行
政
や
企
業
で
は
、
な
か
な
か
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
な
い
実
験
的
な
試
み
も

行
っ
て
お
り
、
今
後
の
団
体
の
活
動
に
目

が
離
せ
な
い
。

団
体
活
動
の
今
後
の
展
開

開
発
し
た
ス
マ
イ
ル
ケ
ア
食
で
あ
る
が
、

取
組
み
の
検
証
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な
る
普

及
促
進
の
た
め
の
手
立
て
を
模
索
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

社
会
的
二
―
ズ
の
高
い
事
業
で
あ
り
な

が
ら
も
、
活
発
な
供
給
に
結
び
つ
い
て
い

な
い
と
い
う
実
態
を
打
開
す
る
べ
く
、
こ

れ
ま
で
も
地
元
の
食
品

・
飲
食
事
業
者
、

大
学
等
と
タ
イ
ア
ツ
プ
し
て
、
ス
マ
イ
ル

ケ
ア
食
の
試
食
会
を
大
型
ス
ー
パ
ー
の
ス

ペ
ー
ス
を
借
り
て
大
々
的
に
行
う
等
、
積

極
的
に
周
知
を
図
っ
て
き
た
。

次
の
展
開
と
し
て
は
配
食
サ
ー
ビ
ス
等
、

ス
マ
イ
ル
ク
ア
食
の
提
供
シ
ス
テ
ム
の
構

築
で
あ
る
が
、
そ
の
際
は
ぜ
ひ
、
企
業
等

の
様
々
な
主
体
と
連
携

・
協
働
し
て
、
活

動
を
広
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ス
マ
イ
ル
ケ
ア
食

ス
マ
イ
ル
ケ
ア
食
と
は
、

「噛
む
」
、

「飲
み
込
む
」
と
い
っ
た

「食
べ
る
」
機

能
が
低
下
し
た
方
や
、
低
栄
養
状
態
の
方

を
対
象
と
し
た
、
国
が
推
進
す
る
新
し
い

介
護
食
品
の
こ
と
で
あ
る
。
食
べ
や
す
い

よ
う
工
夫
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
味

や
栄
養
面
、
見
た
目
の
美
し
さ
、
入
手
の

し
や
す
さ
、
コ
ス
ト
等
へ
配
慮
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。

本
団
体
の
開
発
し
た
メ
ニ
ュ
ー
は
こ
れ

ら
全
て
を
兼
ね
揃
え
て
お
り
、
非
常
に
魅

力
的
な
も
の
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

てし動
『到

彙
訓屹扇移朋

の会
Ｌ
ｒ
』

冒
籐Ｌ／■

寿晨なふ
だ

ム「
代

Ｌ
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さばちがの一言 !
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学
生
が
積
極
的
に
活
躍
す
る

料
理
レ
シ
ピ
が
登
録
さ
れ
る

「ク
ッ
ク

パ
ッ
ド
」
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
。
笠
岡
ゼ
ミ
で
は
、
考
案
し

た
メ
ニ
ュ
ー
の
い
く
つ
か
を
こ
の
サ
イ
ト

に
掲
載
し
て
い
る
。

面
白
く
な
い
と
、
学
生
の
興
味
関
心
が

向
か
ず
、
勉
強
の
た
め
の
勉
強
に
終
始
し

て
し
ま
う
。
そ
れ
を
避
け
る
た
め
、
笠
岡

さ
ん
は
、
学
生
に
積
極
的
に
外
と
の
関
わ

り
を
持
た
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
ぺ
―
ジ
も
活
用
し
、

積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
い
る
。

「食
」
か
ら
国
際
感
覚
を
養
う

近
年
、
日
本
に
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
マ

レ
ー
シ
ア
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光

客
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
が
イ
ス

ラ
ム
教
徒
で
あ
る
。
豚
肉
や
ア
ル
コ
ー
ル

を
摂
取
し
な
い
食
生
活
を
、
観
光
地
の
日

本
で
行
う
こ
と
は
な
か
な
か
大
変
で
あ
る
。

そ
こ
で
近
年
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
方
々

も
安
心
し
て
食
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
八
ラ
ー
ル
認
証
と
い
う
制
度

が
浸
透
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
も

食
べ
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
る
お
店
な

ど
を
認
証
す
る
制
度
で
あ
る
。
笠
岡
さ
ん

は
、
こ
の
ハ
ラ
ー
ル
の
研
究
を
ひ
と
つ
の

テ
ー
マ
に
し
て
い
る
。
昨
年
、
八
ラ
ー
ル

レ
シ
ピ
を
掲
載
す
る
サ
イ
ト
を
運
営
す
る

企
業
か
ら
、
メ
ニ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
応
え

る
か
た
ち
で
、
ゼ
ミ
生
で
チ
ー
ム
を
つ
く

り
、
八
ラ
ー
ル
レ
シ
ピ
を
多
数
考
案
し
、

そ
れ
が
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
活
動
は
新
聞
に
も
掲
載
さ

れ
、
英
語
版
で
も
紹
介
さ
れ
た
。

ま
た
、
離
乳
食
の
調
理
手
順
を
動
画
で

配
信
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
問
合
せ

も
あ
っ
た
と
い
う
。

「企
業
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
∃
ン
す
る
こ

と
で
、
学
生
は
普
段
の
勉
強
が
社
会
で
ど

の
よ
う
に
生
き
て
く
る
の
か
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
機
会
が
あ
れ
ば
積
極
的

に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。
気
軽
に
声
を
か

け
て
ほ
し
い
」
と
笠
岡
さ
ん
は
言
う
。

企
業
に
限
ら
ず
、
若
い
世
代
は
、
事
業

に
関
わ
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
雰
囲
気
を
良

く
変
え
る
力
を
持
つ
。
特
に
、
利
害
を
気

に
す
る
こ
と
の
な
い
自
由
な
発
想
を
持
つ

学
生
の
パ
ワ
ー
と
専
門
知
識
が
合
わ
さ
っ

て
、
そ
れ
が
地
域
の
二
―
ズ
と
噛
み
合
っ

た
時
、
も
っ
と
も
っ
と
多
く
、
多
様
な
化

学
変
化
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
経
験
は
、
企
業
、
学
生
、

そ
し
て
地
域
と
、
様
々
な
主
体
に
と
っ
て

メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
得
る
。
今
後
の
展

開
に
期
待
し
た
い
。
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文教大学健康栄養学部
管理栄養学科
笠岡研究室

所在地  茅ヶ崎市行谷1100 E-mail kasaoka@shonan.bunkyo.ac.jp

TEL
FAX

0467-53-2111
0467-54-3803 URL http://www.kasaoka.net/

文教大学健康栄養学部管理栄養学科は、ココロとカラダを理解した次世代の管理栄
養士を育成することをミッションに、「食」を切 り口に、栄養教諭コース、健康栄養
コース、臨床栄養コースという三つのコースを設けている。

その中で、笠岡さんは基礎研究にとどまらず、社会の中で実際に役立つ知識の提供
を心がけている。

さらに、社会に出た際に即戦力となる学生を育成することを目指して、SNSを駆使
したり、企業が実施するイベン トヘ参加するなどして、学生に積極的に大学外の人と
関わりを持たせるための機会を設けている。

専門的な知見を誰でもわかる言葉に「翻訳」し、社会を豊かにする研究姿勢をモッ
トーにしている。

栄養や健康、食に関する深い専門知識と
フレッシュな学生たちの飽 くなき好奇心の

枠に捉われない活かし方で、多様な企業等
とコラボレーションを実施している。

離乳食時期の味覚教育の重要性を強 く
感じてお り、若い親世代に対する食育に
若い学生の立場を有効に活用できる場が
あるのではないかと考えている。

また、レシピ開発 したメニューの商品
化を行うために、試作品のように小ロッ
トの発注でも対応 してくれる加工施設が

市内にあればありがたい。

大学の魅 力は、専門的知識 と、 そこで学ぶ若 き学生の力であ る。笠岡ゼ ミを見 てい

ると、研 究 内容 をす ぐに実践 して レシピや料理 を創 り出 し、 さらに企業 と協働 を重ね

ることで、様 々な人 との コミュニケー ションを図 る仕組みがで きてい る。

今後、 メニ ュー開発 な どの依頼 が増 えることも予測 され る中で、 茅産 茅消へ の貢献

な ども含めて、 茅ヶ崎の食文化創 出に是非 とも関わってい ただ きたい。
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文教大学
健康栄養学部
管理栄養学科
穀菜果食研究室

所在地  茅ヶ崎市行谷1100 E-mail fns919@shonan.bunkyo.ac.jp

0467… 53…2111TEL
FAX URL

東京の大手ホテルでのコック修行の後、アメリカに留学し、公認栄養士 (RD)とな
る。帰国後、神戸及び東京の病院で、菜食レス トラン及びギフ トシ∃ップをそれぞれ
で開設する。

その後、大学に招かれ、研究及び管理栄養士の教育養成に携わる。同時に、FN研究
会 (食と栄養研究会)を主宰し、実践力のある人材の育成に携わつている。

専門的知見と様々な業界を渡つてきた多
角的な視点を持つ。

大学としては、学生と高齢者との交流の

機会の提供や、文化・歴史 。農業など、

様々な視点での食に関する知識の提供が可

育旨。

岩丼 さんは、食 と栄養の研究 を行 う「FN研 究会」 とい うものを主宰 している。若い

人材の実践 を通 じた育成 を図ろうとい う)t塾 旨ではあるが、 もっとカジュアルに、食に
ついて美味 しく食べた り飲んだ りしながら学びたい、 とい う主に主婦の方々向 けの勉

強会で もある。

私たちは、美味 しい、楽 しい とい うところから興味 を抱 き、 もっと知 りたい とい う

欲求が学びに重 じる。食育について語 るとき、ついつい 「こうあるべ きだ」 とい う話

にな りがちだが、 それだと基本的に伝わ らないのだとい うことは、あらゆる業界で通

じることである。食育が始要なのであれば食育 を受けたい、 それが もっと生活 を豊か

にす る、 とい う実感があって初めて浸透するものであるとい うことを、岩井 さんの話

か ら改めて感 じることができた。

また、高1船 者の自炊サポー トについては、既存の企業 とのコラボ レー ションで実現

す るのではないか と感 ビる。楽 しみである。
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食
習
慣
の
変
化

日
本
人
は
古
来
よ
り
野
菜
中
心
の
食
事

を
続
け
て
き
た
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

食
生
活
の
洋
風
化
が
進
み
、
肉
類
や
乳
製

品
な
ど
、
畜
産
物
の
消
費
が
拡
大
し
た
。

戦
後
７０
年
が
経
過
し
、
食
習
慣
は
め
ま
ぐ

る
し
い
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。

現
在
、
日
本
の
医
療
費
は
４０
兆
円
を
超

え
て
い
る
。
岩
丼
さ
ん
は
、
大
学
に
来
て

か
ら
、
若
者
た
ち
の
食
の
乱
れ
が
強
く

な
っ
て
い
る
状
況
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。

飽
食
や
、
極
端
な
痩
せ
思
考
を
問
題
に
挙

げ
、
特
に
若
い
女
性
が
、
将
来
に
わ
た
り
、

子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
た
め
の
栄
養
を

し
っ
か
り
と
取
れ
る
よ
う
に
、
食
育
の
重

要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

食な1麟t薦癬ま究か

購斑てが聞齢賓

必
要
な
の
は
自
炊
の
サ
ポ
ー
ト

若
い
世
代
に
対
す
る
食
育
と
同
等
に
重

要
と
す
る
の
は
、
高
齢
者
に
対
す
る
食
の

取
組
み
で
あ
る
。
前
述
し
た
状
況
や
、
地

域
の
現
状
を
見
据
え
、
改
め
て

「健
康
寿

命
の
延
伸
」
は
国
や
地
域
の
根
幹
で
あ
る

と
い
う
。

最
近
は
、
お
弁
当
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
が

増
え
、
高
齢
者
向
け
に
も
様
々
な
種
類
の

お
弁
当
が
楽
し
め
る
よ
う
に
、
メ
ニ
ュ
ー

が
多
彩
に
な
っ
て
い
る
。
茅
ヶ
崎
で
も
、

地
元
の
食
材
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
立

ち
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
、
そ
れ
は
素
晴

ら
し
い
こ
と
で
あ
る
と
、
岩
丼
さ
ん
は
評

価
す
る
。

し
か
し
、
豊
か
な
長
寿
社
会
と
い
う
視

点
で
考
え
た
と
き
、

「与
え
る
」
タ
イ
プ

の
サ
ー
ビ
ス
だ
と
老
化
に
歯
止
め
が
か
け

ら
れ
な
い
と
い
う
。

「な
る
べ
く
最
後
ま
で
自
分
で
や
る
仕

組
み
が
必
要
。
管
理
栄
養
士
が
栄
養
相
談

を
受
け
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
献
立
を
提

供
す
る
。　
一
日

一
回
は
食
事
を
作
ら
せ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
」

た
し
か
に
、
自
分
で
作
る
こ
と
で
、
材

料
や
手
順
、
分
量
な
ど
を
考
え
る
こ
と
に

な
り
、
頭
を
使
う
。
し
か
し
、
高
齢
者
の

多
く
は
買
い
物
に
出
る
こ
と
自
体
が
大
変

で
あ
る
と
い
う
実
情
も
あ
る
。

「茅
ヶ
崎
は
、
農
作
物
が
充
実
し
て
い

る
。
農
家
が
生
産
だ
け
で
は
な
く

一
次
加

工
ま
で
や
る
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
り
、

流
通
セ
ン
タ
ー
ま
で
を
つ
く
る
と
、
よ
り

発
展
的
に
な
る
。
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
」

買
い
物
に
出
ら
れ
な
い
な
ら
、
料
理
を

す
る
お
膳
立
て
を
す
れ
ば
よ
い
。
し
か
も

そ
う
す
る
こ
と
で
地
元
の
生
産
者
に
も
、

直
接
供
給
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も

あ
る
。
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
働
が
で
き
る

ポ
イ
ン
ト
か
も
し
れ
な
い
。
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食品は、作つたところから近い距離で

消費することがベス トだと考えている。

農家が、野菜のカッ トなどの一次加工ま
で行い、流通する、流通センターのよう
な仕組みや、企業が生まれるといい。
NPOに は、高齢者を始めとした地域住

民が、外に出て、共に食す空間や手段の

創出を期待する。



行政職員との座談会～「食」から未来へ～

これまで紹介したヒアリングを通じて、協働に向けて感じたことや見つけ
たキーワードについて、NPOサポートちがさきが行政職員と語り合いました。

北‖|(NPOサポー トちがさき、以

下さぽちが) 企業やNPOが、

様々な思いや考えを持つて、様々

な活動を行っていますが、それを

マッチングできれば、さらに良い

成果が生まれると思うんです。一

方で、お互いの思いや考えが分か

らないこともあります。

今年はそれらを「見える化」し

て、マッチングに繋げていこうと

いうことで、生活に身近で、かつ

多様な事業展開の可能性のある

「食」をテーマに絞り、約20の企

業やNPO、 大学にヒアリングを

行つてきました。

今日は、そのヒアリング内容を

もとに、行政の立場として考える

ことをお聞きできればということ

で集まっていただきました。

ヒアリングはいかがでしたか ?

九倣蝙 {康 献部か》 そうですね。

それぞれの事業が、実に多角的な

視点を持つていることを強 く感 じ

ました。

すこやかキ ッチンでは、栄養バ

ランス に配慮 した配食サービスを

行つてお り、単に配達するだけで

はな く、コミュニケーションを大

切 にしていて、高齢者の見守 りに

も繋がっていました。

また、 「湘南ミルク &デザー

ト」という看板を掲げるケイ 。フ

ロン ト・サービスでは牛乳の配達

等を行ってお り、市内飲食店 とコ

ラボ して、子育て中のママさんに

仕事を提供するコミュニテイビジ

ネ丞£金車を行つています。

ヒアリングを してみると、地域課

題の解決 に向けて、協働で取組み

を行つている事例も見受けられま

したね。
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y霰な颯薪社役 (こ 向けて

北‖I(きばちが) 既に協働が生

まれている事例では「高齢者」が

一つのポイン トになつているよう

に感 じました。超高齢社会におけ

る本市では、配食事業や高齢者に

満足 してもらう食の提供に取り組

む事業者が増えてきた気がします

が、いかがでしょう ?

久例 れ‖ 1-|■ ‐・ ‐■‐ 先 ほ どお話

ししま したす こや かキ ッチ ンさん

も高齢者への配食事業 で した。

福 祉・介 護農 園普及推進会 で は、

農業 と食 を通 じて高齢者 を元気 に

して い く取組み 「ス マイル ケ ア

食 」を推進 していま して 、農林水

産 省の補助金 を受 けて事業 を行 つ

て います。

佐々木 (高 齢福祉介腱課、以下爾

齢) 市でも、高齢者に食事の基

本を学んでもらうという部分で、

料理教室等は開催 しています。

外出の機会の提供 ということも

含めて、新たな方にも来ていただ

く方策を考えているところです。

久爆圏 (磨 ばちが》 外出などが

難 しい高齢者の方々へのアプロー

チはどうお考えですか ?

佐々木 (高齢) 直接お宅を訪間

することになると思いますが、ど

のような方法にするかはまだ検討

中です。

北‖l(さばちが) そういう観点

では、先ほど話のあつた配食サー

ビスを行つている事業者さんは高

齢者の見守 りの部分も意識 してお

り、連携が可能かも しれませんね。

民間の ビジネスモデルや施設の

有効活用で地域の課題を解決する

のも協働の側面だ と思います。ど

んな団体・企業 と協働するかにつ
‐

いては、私たちのような中間支援

組織的なNPOが協力できればよい

ですね。

ヒフ リ≫グ 権撻甦膨て

北‖|(さ {ぽちが》 配食サービス

な どが発展 している中で、認知症

予防のためには、自分で調理をす

ることが有効 という話もあ りま し

た。



予 簡 て (こ お け 欅 鼈 蜀

北川 (さぽちが) ここまで高齢

者の話をしてきましたが、本日は

こども育成相談課さんにも来てい

ただいております。

子育てに関する食についてはど

のような状況なのでしようか。

由良 (こ ども育成相談課、以下こ

ども育成) 小学校入学前のお子

様を持つ保護者 (乳幼児や妊婦さ

んも含む)を対象にした事業を

行つています。配布するチラシに

QRコ ー ドを入れて、料理のレシ

ピをスマー トフォンで見られるよ

うにするなど工夫を加えています。

また、食事を作れないお母さんに

食事を作れるようにする食育をし

ています。

久保園 (古ぽちが) 北村水産が

おっしゃっていたことですが、 し

らすは栄養面から離乳食 に適 して

いると思いますが、茅ヶ崎産の し

らすを乳幼児のころから食べさせ

ることも一種の食育 に繋がると思

います。

北村水産の しらすを使 つた離乳

食教室等を開催すれば、参加者も

多いかも しれません。

由良 (こ ども育成) 確かにそう

ですね。教室等の機会を通 じて地

産地消 (茅産茅消)も推進できる

ので、食育の効果が高ま りますね。

また、例えば しらすを使 うことで

教室の参加者が多 くなるようにす

る工夫も必要だと思います。

鷺』|‡ (さ‡蓼ちが》 情報提供 した

い対象者をどのように見つけて働

きかけをしているんですか ?

由良 (こ ども育成) 子供が生ま

れたら、出生届 に連動 して私たち

に連絡が来るようになっています。

そ して、新生児訪間の際に離乳食

講習会などの情報をご案内を した

り、4か月児健康診査のお知 らせ

にちらしを同封 した りしています。

鑢歳 《藩繹なが) 萩園ケアセン

ターでは「食べよう会」というも

のを行つています。共働きの家庭

で、お金を与えられて、カップラ
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一メンなどの買い食いで夕食を済

ませている子供もいるのが現状で

す。

そういつた中で、料理な どをみ

んなで行 うことで、食べることの

楽 しさと大切さを伝えたいという

想いからスター トしました。セン

ターの職員、地元の農家、民生委

員や地域の方が一緒 に勉強会を開

催 し、地域でできることに取 り組

んでいるんですね。

食が引き金 となつて子育て中の

悩みを情報交換 し支え合いが生ま

れているんですよ。

咆農 《こ とも育成 》  「食べ よ う

会 」の よ うな きめ細やかな活動 は

行政 単独 で はなかなか難 しいの で 、

全 市的な活動へ広 が る と素晴 ら し

い と思 います。

醸歳 《審顧部か》 「食べよう

会」は食材が地元の農家から寄付

として提供されるので、そのプロ

セスで食育につながつているよう

に思います。さらに地元の食材を

掛 け合わせることで、オ リジナル

ブラン ドをつ くれるかもしれませ

ん。

曲良 (こ ども育成) 地域に住ん

でいる方も色々で、二一ズや関心

の度合いも様々です。食や健康に

関して団体さんが積極的に取 り組

聯欣 《茜鐵なか》 そうですね。

今回のヒアリングを通じた見える

化事業は、団体同士の横の繋がり

を生むきつかけになると期待して

います。

こだとり Bの農 灘 (こ 向 けて

久燃翻 i布 轍嚇瀬鷲》 様 々な取組

みをお話 しいただきま したが、

「食」に強 く関係する農業の視点

ではいかがで しようか ?ヒ ア リン

グを行つた中では、後継者不足が

一つの課題 となつているのではな

いか と感 じま した。

鶴歳 《鑽‡麟穆7) 後継者不足 と

いう課題 に対 して、農業水産課で

は援農ボランティアや農業漁業体

験プロジェク トなどを行 つている

と伺いました。

平山 (農業水産 課、以下農水 )

はい。援農ボ ランテ ィア は人手不

足な どを感 じて いる農 家の も とで 、

・′

■ ヽ

んでい らつ しやる地域 もあ ります

ね 。 「食べ よ う会 」 は、地 元の農

家の方の協力 もいただ けて いる と

い うことで 、地域 をあ げて取 り組

まれているの だな と感 じます。各

地域 の団体 同士の横 の繋 が りが生

まれ る とさらに良 くな つて い くの

で はな いか と思 います。



市民の皆様 にお手伝いをいただき、

農業技術の習得や健康づ くりな ど

を学んでいただ く制度です。

農業漁業体験プロジェク トは一

次産業への理解や食の大切 さを

知 つてもらうために、農業や漁業

を親子で体験 していただ く取組み

です。

北 J〔 I(さ :ボちが) 農家とボラン

ティアさんを結びつけるとき、ど

のような点に気を遣 つています

か ?

平山 (農水) Win… Winになれ

るか どうかですね。農家の作業量

の緩和だつた り、参加者の健康増

進な どがその例だと考えています。

一方で、課題もあ ります。援農

ポ ランテイアで言えば、ポラン

テイアのため人員計画が立てづら

い、 トイ レや駐車場の確保が難 し

いという声もあ ります。

久醸爾 (議 ばちが) 農業を体験

したいという二一ズは必ずあるの

で、その課題を解決できるとよい

のですが。

スポーツ健康課で

は食育教室を協働推進事業で行 つ

ていると思いますが、そのような

経験や、これまでのお話を通 して

どのように感 じま したか ?

協 働 の 可 能 性

橋本 (スポーツ健康課 )

これまでの食育教室では、参加

者の幅が広がらないという課題が

ありましたので、民間団体の持つ

ネッ トワークを生かしたいという

思いから、協働事業を行つていま

す。

本国話を聞いてみて、食育につ

いて様々な取組みを行つていただ

いていることが分かりましたが、

そのことを知つてもらうことが必

要だと思いました。

鶴歳 (落鎌なり》 この見える化・
li

業が進んでいけば、それぞれがどの

ような活動を行つているかが分かる

ようになります。情報発信という部

分では「私はこんなものが欲しいで

す」「私はこんなものが創れます」

という情報が集約されたインター

ネット上のプラットフォームがある

と、マッチングにつながるんじゃな

いか、という話がありました。皆さ

んはどう思いますか ?

行政にとつても企業

やNPOがどのようなことを行つて

いるかがわかるデータベースは新し

い価値を生むと思います。

益永 (古ぼちが)情 報発信の協働

事例で「FuBoLabo 査き」(※ 2)

が上手くいつているのは、ターゲッ

トが具体的に絞られているからなん

ですね。情報発信もできるし、ス

マー トフォンで気軽にアクセスでき

る。このような視点で見える化の

データベースを作る必要があると思

います。

それと、情報発信と

いう点では行政の中では制約があり

ますが、企業や団体が取り組めば柔

軟になります。そういう連携も必要

だと思います。

,'|  .~‐ ■ 企業、NPO、

4」 政がどのようなことを行つている

か分かるデータベースがあって、そ

のデータベースをもとに、それぞれ

の間に入る人がいて、「あなたには

ここですよ」というようなご案内が

できれば、さらなる地域課題の解決

や新しい道が開けると思います。

【KeyヽⅣord】

※■ コミュニテイビジネス
地域資源を生か しながら地域課

題の解決を 「ビジネス」の手法で

取 り組むもの。

※2 FuBoLaboちがさき
NPO法人湘南スタイルと茅ヶ崎

市が協働で運営する地域密着型の
子育てポータルサイト。

43 44

平山 (農水) 市では、現在道の

駅の整備を計画中です。近 くには

農地があ りますので、地域の方や

道の駅へ来た方々に近 くの農家で

有料で農業を体験 し、そのまま作

物を持ち帰る。そのような ことが

できると農家の作業の負担軽減も

図れると思います。



終わりに

今回の見える化の取組みは、いかがでしたか。何かヒントは見つかつた

でしょうか ?

冒頭で述べたように、企業もNPOも行政も垣根を無くし、それぞれ得意

なことを持ち寄り、「協働 (パー トナーシップ)」 によって、このまちの

課題を解決する未来を、私たちは目指しています。

まちの課題を行政だけで解決していたのは、遠い昔の話です。「チーム

茅ヶ崎」一丸となって、このまちの未来を明るくしませんか。

さあ、協働の第―歩です。

この冊子をご覧になり、協働したい相手や興味のある相手を見つけた方

は、いつでも当団体までご相談ください。

これまでの関係づくりで培った縁や経験を活かして、全力でサポートさ

せていただきます。

特定非営利活動法人NPOサポートちがさき

電  言舌 080-6255-7546

/-)V sapochigaTO@gmail.com

'蠅諫
XI.鸞岬⑮鸞鸞蝙鑢鼈饒

弾.

<連絡先>
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このまちの課題 「チーム茅ヶ崎」で解決しませんか。
「食」から未来へ 協働のダイナミズム
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